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は　

じ　

め　

に

　

近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
家
に
残
さ
れ
た
史
料
の
な
か
に
、
四
代
目
矢
尾
喜
兵
衛
に
よ
っ
て
筆
写
さ
れ
た
一
冊
の
「
岩
城
枡
屋
店
掟
写
」

が
あ
る
（
１
）。
内
容
は
、
岩
城
枡
屋
の
店
掟
の
写
に
加
え
て
、
四
代
目
矢
尾
喜
兵
衛
の
座
右
の
銘
と
所
懐
か
ら
な
っ
て
い
る
。
岩
城
枡
屋
の

来
歴
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
の
有
力
な
呉
服
商
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
述
す
る
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け

に
、
筆
写
さ
れ
た
店
掟
が
残
さ
れ
て
い
る
の
は
僥
倖
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一　
（
二
四
二
）



第
五
九
巻  

第
二
号

　
「
岩
城
枡
屋
店
掟
写
」
は
、
そ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
天
保
一
〇
亥
年
二
月
七
日
に

四
代
目
矢
尾
喜
兵
衛
が
京
都
新
烏
丸
通
二
條
上
ル
の
旅
宿
柳
屋
庄
兵
衛
方
に
お
い
て

写
し
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
先
ず
、
矢
尾
喜
兵
衛
家
に
つ
い
て
、
初
代
か
ら
四
代
ま

で
の
当
主
に
つ
い
て
略
述
し
て
お
こ
う（
２
）。

　

近
江
国
蒲
生
郡
日
野
出
身
の
矢
尾
喜
兵
衛
家
の
創
業
年
は
、
初
代
喜
兵
衛
が
三
九

歳
で
同
郷
の
矢
野
新
右
衛
門
家
か
ら
別
家
を
認
め
ら
れ
た
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
で

あ
る
。
喜
兵
衛
は
、
武
蔵
国
秩
父
郡
大
宮
郷
に
酒
造
業
と
万
卸
小
売
業
を
主
家
と
の
乗

合
い
商
い
の
形
態
で
開
店
し
た
。
以
来
、
二
五
〇
年
を
経
て
、
現
在
は
埼
玉
県
秩
父

市
に
お
い
て
、
株
式
会
社
形
態
の
矢
尾
本
店
と
矢
尾
百
貨
店
と
し
て
存
続
し
て
い
る
。

　

日
野
出
身
の
近
江
商
人
は
、
酒
造
業
を
経
営
す
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
割
合
は

四
〇
％
を
超
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
矢
尾
家
は
典
型
的
な
日
野
出
身
の
近
江

商
人
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
同
家
は
乗
合
い
商
い
と
い
う
合
資
形
態
の
店
を
、
関
東

地
方
に
判
明
し
て
い
る
だ
け
で
も
通
算
一
六
店
展
開
し
た
が
、
出
店
の
な
か
の
本
店

と
も
い
え
る
地
位
に
あ
っ
た
の
は
、
秩
父
大
宮
郷
の
屋
号
を

桝
屋
利
兵
衛
と
称

す
る
創
業
店
で
あ
っ
た
。

　

三
代
目
喜
兵
衛
は
、
二
代
目
の
末
弟
で
あ
り
、
生
年
は
明
和
八
（
一
七
七
一
）
年

で
あ
る
。
字
は
保
之
を
名
乗
り
、
立
誠
堂
は
そ
の
号
。
三
代
目
は
幼
少
時
か
ら
儒
学

に
志
が
厚
く
、
三
代
目
は
、
江
戸
後
期
の
書
家
で
大
坂
懐
徳
書
院
の
塾
頭
も
務
め
た

「岩城桝屋店掟写」の表紙「岩城桝屋店掟写」

二　
（
二
四
一
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
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店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

貫
名
海
屋
（
名
は
苞
）
に
師
事
し
た
。

　

こ
の
「
岩
城
枡
屋
店
掟
」
を
書
き
取
っ
た
四
代
目
喜
兵
衛
は
、
三
代
目
の
長
男
、

幼
名
を
忠
四
郎
、
中
年
に
は
新
助
、
字
は
忍
之
、
号
を
松
下
堂
・
恐
天
舎
・
如
猿
、

天
秤
坊
世
渡
等
と
称
し
た
。
文
化
六
（
一
八
〇
九
）
年
六
月
二
五
日
の
出
生
。
一
四

歳
と
な
っ
た
文
政
五
（
一
八
二
二
）
年
九
月
二
六
日
に
初
め
て
秩
父

店
へ
向
け
出

立
し
、
一
〇
月
八
日
着
店
し
た
。
初
登
り
は
一
八
歳
の
秋
で
あ
っ
た
。
当
主
と
し
て

は
天
保
四
年
の
二
五
歳
か
ら
没
す
る
当
年
の
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
ま
で
店
務
を

総
覧
し
た
。
こ
の
店
掟
を
筆
写
し
た
と
き
は
、
三
一
歳
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

生
来
、
蒲
柳
の
質
で
あ
っ
た
が
、
父
親
の
薫
陶
も
あ
り
、
手
習
い
の
た
め
九
歳
で

寺
に
入
り
、
や
が
て
心
学
に
傾
倒
し
て
い
っ
た
。
そ
の
言
動
は
勤
倹
遜
譲
そ
の
も
の

で
あ
り
、「
心
学
見
聞
草
」「
商
主
心
法　

道
中
独
問
答
寝
言
（
３
）」「
見
聞
随
筆
」「
古
今

教
諭
歌
」
等
の
心
学
的
処
世
の
書
を
著
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

第
一
章　

岩
城
枡
屋
に
つ
い
て

　

岩
城
枡
屋
の
姓
は
、
岩
城
で
あ
り
、
屋
号
は
枡
屋
で
あ
る
。
あ
る
い
は
升
屋
、
舛
屋
と
も
書
く
。
代
々
の
名
乗
り
は
九
右
衛
門
で
あ
る
。

岩
城
枡
屋
の
家
乗
は
、
近
代
に
な
っ
て
同
家
が
閉
店
し
た
た
め
ほ
と
ん
ど
不
詳
で
あ
る
。
呉
服
商
と
し
て
繁
栄
し
て
い
た
様
子
は
、
年
次

不
明
な
が
ら
「
新
版
江
戸
花
呉
服
屋
大
双
六
」
に
越
後
屋
、
白
木
屋
、
大
丸
、
恵
比
寿
屋
、
松
坂
屋
、
の
次
に
、「
岩
城
舛
屋
」
と
し
て

四代目矢尾喜兵衛の座右の銘と所懐

三　
（
二
四
〇
）



第
五
九
巻  

第
二
号

載
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と
が
で
き
る（
４
）。

　

枡
屋
に
関
す
る
史
料
と
記
事
を
載
せ
て
い
る
『
近
江
商
人
事
績
写
真
帖
』
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
元
来
は
大
津
の
出
身
と
い
わ
れ
て
い

る
（
５
）。
初
代
は
寛
永
二
（
一
六
二
五
）
年
に
大
津
で
米
商
を
開
き
、
三
代
目
の
九
右
衛
門
は
大
坂
に
進
出
し
て
呉
服
店
を
始
め
た
と
い
う
。

寛
文
一
二
（
一
六
七
二
）
年
三
月
か
ら
は
大
坂
高
麗
橋
畔
に
店
を
移
し
、
さ
ら
に
延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
八
月
京
都
室
町
二
条
、
元
禄
三

（
一
六
九
〇
）
年
に
は
江
戸
麹
町
第
五
街
に
そ
れ
ぞ
れ
支
店
を
設
け
、
三
都
に
呉
服
店
を
展
開
し
た
。
一
時
は
大
坂
の
店
だ
け
で
も
三
〇
〇

人
の
店
員
を
抱
え
て
い
た
と
い
わ
れ
る
。

　
『
近
江
商
人
事
績
写
真
帖
』
は
、
枡
屋
の
資
料
と
し
て
錦
絵
と
一
通
の
史
料
を
掲
げ
て
い
る
。
錦
絵
は
、
明
治
初
年
に
高
麗
橋
が
大
坂

で
最
初
に
鉄
橋
に
造
り
か
え
ら
れ
た
時
の
記
念
に
発
売
さ
れ
た
「
浪
花
高
麗
鉄
橋
之
図
」
と
題
す
る
も
の
で
あ
る
。
錦
絵
に
は
「
現
金
掛

け
値
な
し
」
の
看
板
と
と
も
に
枡
屋
の
店
舗
が
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
。
枡
屋
が
、
江
戸
時
代
か
ら
同
所
で
営
業
し
て
い
た
こ
と
は
、
天

保
三
年
刊
の
『
浪
華
買
物
独
案
内
』
と
弘
化
三
年
刊
の
『
大
阪
商
工
銘
家
集
』
に
、
取
扱
商
品
と
し
て
呉
服
太
物
類
、
場
所
を
高
麗
橋
一

丁
目
、
店
名
を
「
岩
城
満
寿
や
」
と
し
、
四
角
の
な
か
に
岩
の
字
を
入
れ
た
商
標
と
と
も
に
、「
げ
ん
ぎ
ん
か
け
ね
な
し
」
の
標
語
が
載

せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る（
６
）。

　
『
近
江
商
人
事
績
写
真
帖
』
が
掲
示
し
て
い
る
史
料
は
、
次
の
文
化
一
〇
（
一
八
一
三
）
年
の
御
用
金
受
取
証
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
【
表
書
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

覚

　
　
　
　
　
　
　
　

銀
九
拾
六
貫
目

　
　
　
　
　
　
　
　

買
持
米
三
千
石

四　
（
二
三
九
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
払
代
平
均

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銀
百
五
拾
壱
貫
八
拾
六
匁
九
分
五
厘

　
　
　
　
　
　
　

右
者
米
価
引
立
之
御
主
法
ニ
付
、
御
用
金
高
上
納
有
之
請
取
候
、
追
而
御
下
ケ
銀
之
節
此
證
札
引
替
可
申
処
、
仍
如
件

　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
十
癸
酉
年
十
一
月　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤
伯
耆
守
組
与
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
削
新
右
衛
門　
　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
賀
信
濃
守
組
与
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
田
五
郎
左
衛
門　

印

　
　
　
　
　
　
　

枡
屋

　
　
　
　
　
　
　

九
右
衛
門
殿

　
　
　
　
　
　
【
裏
書
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
書
之
通
無
相
違
為
致
返
済
可
申
候　

以
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
浜
大
膳　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

表
書
之
通
相
違
無
之
も
の
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酉
十
二
月　

信
濃　

印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
府
ニ
付
無
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伯
耆

　

右
の
史
料
は
、
文
化
一
〇
年
に
米
価
引
き
上
げ
を
目
的
に
大
坂
町
奉
行
所
が
、
大
坂
の
富
豪
に
御
用
金
を
命
じ
た
時
の
も
の
で
あ
る
。

五　
（
二
三
八
）



第
五
九
巻  

第
二
号

奉
行
所
は
こ
の
資
金
を
も
っ
て
米
を
買
上
げ
て
、
米
価
を
引
き
上
げ
た
。
こ
の
時
に
、
枡
屋
が
用
立
て
た
御
用
金
と
し
て
の
銀
九
六
貫
目

の
受
取
証
で
あ
る
。

　

大
坂
に
お
け
る
同
趣
旨
の
御
用
金
は
、
宝
暦
一
一
（
一
七
六
一
）
年
に
も
命
ぜ
ら
れ
た
。
鴻
池
屋
善
右
衛
門
、
平
野
屋
五
兵
衛
、
越
後
屋

八
郎
右
衛
門
の
各
五
万
両
を
筆
頭
に
、
二
万
五
千
両
を
割
り
当
て
ら
れ
た
商
家
に
つ
づ
い
て
、
枡
屋
九
右
衛
門
は
伊
豆
蔵
五
兵
衛
や
富
山

八
右
衛
門
と
な
ら
ん
で
各
一
万
五
千
両
を
宛
が
わ
れ
て
い
る（
７
）。
さ
ら
に
同
様
の
買
米
引
き
受
け
は
、
文
化
三
年
に
も
下
命
さ
れ
、
七
千
石

の
買
い
上
げ
を
命
じ
ら
れ
た（
８
）。
ま
た
、安
政
元
（
一
八
五
四
）
年
に
は
海
防
の
た
め
の
御
用
金
賦
課
が
大
津
代
官
所
に
よ
っ
て
大
津
の
富
裕

町
人
に
命
ぜ
ら
れ
、
こ
れ
に
応
じ
て
二
〇
七
名
が
計
五
三
八
一
両
を
醵
出
し
た
際
、
枡
屋
九
右
衛
門
は
最
高
額
の
三
五
〇
両
を
出
し
て
い

る
（
９
）。

　

文
政
か
ら
天
保
に
か
け
て
の
江
戸
問
屋
の
記
録
で
あ
る
『
問
屋
株
帳
』
に
は
、「
十
組
呉
服
問
屋
株
帳
」
の
な
か
で
、
枡
屋
は
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る（

10
）。

　
　
　
　
　
　

一　

呉
服
問
屋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

麹
町
五
丁
目
孫
兵
衛
店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枡
屋
九
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

江
州
住
宅
ニ
付
店
預
り
人　

久
右
衛
門　

印

　

こ
の
よ
う
に
枡
屋
は
江
戸
後
期
に
な
っ
て
も
、
江
戸
店
は
呉
服
問
屋
と
し
て
麹
町
五
丁
目
で
営
業
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
ま

た
、
安
政
二
年
七
月
の
繰
綿
問
屋
名
前
に
よ
れ
ば
、
江
戸
繰
綿
問
屋
元
組
に
升
屋
九
兵
衛
の
名
前
が
見
え
、
そ
の
屋
印
も
角
岩
な
の
で
、

店
名
前
を
異
に
す
る
だ
け
の
別
店
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る（

11
）。
そ
の
後
の
推
移
は
不
明
で
あ
る
。

六　
（
二
三
七
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

　

次
に
、
京
都
室
町
二
條
に
あ
っ
た
と
い
う
京
店
の
こ
と
を
伝
え
る
資
料
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
。
た
だ
、
明
治
二
五
年
発

行
の
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
に
京
都
市
の
呉
服
太
物
商
と
し
て
、
住
所
を
松
原
通
烏
丸
東
入
に
お
き
、
屋
印
を
角
岩
と
す
る
「
ま
す

や　

川
畑
又
右
衛
門
」
の
名
前
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
が
、
岩
城
枡
屋
と
の
関
係
の
有
無
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い（

12
）。

　

な
お
、
岩
城
枡
屋
が
大
津
出
身
で
三
都
に
呉
服
店
を
も
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
そ
の
歴
史
は
同
業
の
白
木
屋
に
比
肩
で
き
る
。
白
木

屋
の
創
業
者
は
、
寛
永
一
三
（
一
六
三
六
）
年
に
近
江
国
長
浜
で
生
ま
れ
た
大
村
彦
太
郎
で
あ
る
。
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
に
江
戸
日
本

橋
通
二
丁
目
に
小
間
物
商
を
開
店
し
て
呉
服
商
へ
の
足
が
か
り
を
築
く
前
は
、
京
都
で
諸
国
に
材
木
を
売
り
、
か
た
わ
ら
綿
布
の
行
商
に

従
事
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
持
下
り
商
い
に
従
事
し
た
近
江
商
人
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る（

13
）。
岩
城
枡
屋
の
場
合
は
、
大
津

で
の
米
商
か
ら
呉
服
商
へ
の
発
展
と
の
み
し
か
分
か
ら
な
い
の
で
、
現
段
階
で
、
明
確
に
近
江
商
人
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　

第
二
章　

岩
城
枡
屋
店
掟
に
つ
い
て

　
「
岩
城
枡
屋
店
掟
写
」
は
、
前
置
き
と
本
文
二
五
箇
条
か
ら
な
っ
て
い
る
。
要
約
を
紹
介
し
な
が
ら
、
箇
条
毎
に
逐
次
検
討
を
加
え
て

い
く
こ
と
に
し
よ
う
。

　

前
置
き
は
、「
店
法
度
作
法
并
異
見
之
事
」
と
い
う
表
題
が
つ
い
て
い
る
。
内
容
は
、
店
掟
に
対
す
る
態
度
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

店
掟
を
読
む
と
き
は
、
店
中
の
も
の
が
集
合
し
て
行
儀
よ
く
傾
聴
す
る
こ
と
。
店
掟
は
、
立
身
し
て
良
き
商
人
に
な
る
た
め
の
基
礎
と
な

る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
一
方
的
に
店
の
都
合
の
み
を
記
し
た
も
の
と
捉
え
る
の
は
大
な
る
誤
り
で
あ
る
。
と
く
に
、
掟
を
聞
き

な
が
ら
、
い
つ
も
同
じ
こ
と
の
繰
り
返
し
と
思
っ
て
、
軽
ん
じ
て
は
な
ら
な
い
。
毎
月
二
日
、
た
と
え
夜
更
け
に
な
っ
て
も
怠
り
な
く
読

み
聞
か
せ
る
こ
と
、
と
念
を
押
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
教
え
を
の
べ
る
こ
と
で
、
内
容
を
奉
公
人
の
心
魂
に
沁
み
こ
ま
せ
る
こ
と
を
願
っ

七　
（
二
三
六
）
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て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
定
」
と
題
し
た
本
文
二
五
箇
条
の
劈
頭
に
は
、
公
儀
の
法
度
を
守
り
、
ま
た
店
を
開
い
て
い
る
町
内
の
作
法
に
背
か
な
い
よ
う
に
と
、

遵
法
を
求
め
て
い
る
。
通
常
の
家
訓
に
み
ら
れ
る
、
型
通
り
の
書
出
し
で
あ
る
。

　

第
二
条
と
第
三
条
は
、
請
人
、
す
な
わ
ち
保
証
人
を
取
る
こ
と
、
保
証
人
に
立
つ
こ
と
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
と
く
に
、
店
名
前
を

出
し
て
請
人
と
な
る
こ
と
は
一
切
禁
じ
て
い
る
。

　

第
四
条
は
、
外
出
に
際
し
て
の
取
決
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
他
行
の
節
は
支
配
人
へ
必
ず
断
っ
て
か
ら
外
出
す
る
こ
と
。
外
泊
や
寄

道
す
る
こ
と
は
厳
禁
で
あ
る
。

　

第
五
条
は
、
博
奕
と
傾
城
狂
い
は
店
の
法
度
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。
法
度
破
り
の
悪
事
は
、
た
と
え
永
年
旧
功
の
者
で
あ
っ
て
も
容

赦
し
な
い
と
う
た
っ
て
い
る
。

　

第
六
条
で
は
、
性
格
や
性
根
が
悪
質
で
商
い
の
役
に
立
た
ぬ
も
の
は
、
親
が
子
を
勘
当
す
る
よ
う
に
解
雇
す
る
こ
と
も
あ
る
こ
と
。
ま

た
、
切
れ
端
の
よ
う
な
些
細
な
も
の
で
あ
っ
て
も
私
用
に
使
う
こ
と
を
禁
じ
、
公
私
の
別
を
立
て
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。

　

第
七
条
は
、
実
の
な
い
人
、
真
心
の
見
え
な
い
者
を
奉
公
人
と
し
て
召
し
抱
え
て
お
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
主
人
の
扶
持
に
あ
ず

か
り
な
が
ら
、
密
か
に
自
分
商
い
を
す
る
よ
う
な
人
間
は
、
盗
賊
同
様
だ
か
ら
、
見
つ
け
次
第
着
の
身
着
の
儘
で
追
出
す
と
い
う
規
定
で

あ
る
。

　

第
八
条
は
、
始
末
に
関
す
る
条
項
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
店
で
の
普
段
着
は
木
綿
に
限
り
、
絹
紬
は
用
い
な
い
こ
と
。
夏
に
着
る
帷
子

も
同
様
で
あ
る
。
商
人
が
身
を
飾
る
よ
う
で
は
も
の
の
役
に
立
た
な
い
。
仕
事
に
身
を
入
れ
立
身
す
る
者
は
、
都
鄙
に
か
か
わ
ら
ず
形
振

り
構
わ
な
い
働
き
者
で
あ
る
。
奉
公
し
て
い
る
う
ち
は
始
末
第
一
に
し
て
、
少
し
で
も
多
く
金
銭
を
蓄
え
、
行
末
の
こ
と
を
考
え
る
の
が

分
別
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
若
い
と
き
に
血
気
に
任
せ
て
金
銭
を
浪
費
す
れ
ば
、
老
後
は
金
銭
に
苦
し
み
、
後
悔
す
る
も
の
で
あ
る
。
自

（
九
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分
の
こ
と
は
自
分
が
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
自
分
の
こ
と
を
人
に
教
え
を
請
わ
ず
、
自
分
で
分
別
し
て
慎
む
べ
き
で
あ
る
。

鎌
倉
時
代
の
執
権
北
条
時
頼
公
の
歌
に

　
　
　
　
　

我
身
を
は
我
ほ
ど
思
ふ
人
あ
ら
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
と
案
し
て
我
と
お
し
へ
よ

と
あ
る
通
り
、
自
分
の
行
末
を
よ
く
考
え
て
思
案
工
夫
す
る
の
が
大
事
で
あ
る
。

　

第
九
条
は
、
趣
味
に
耽
っ
て
本
業
を
疎
か
に
す
る
こ
と
へ
の
注
意
で
あ
る
。
店
の
空
き
時
間
を
狙
っ
て
趣
味
の
練
習
を
す
る
こ
と
は
商

い
の
道
に
悖
る
こ
と
で
あ
り
、
昼
夜
と
も
に
諸
芸
の
稽
古
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
夜
に
手
習
い
と
十
露
盤
に
励
む
以
外
、
諸
芸
に
親
し
む

こ
と
は
家
職
と
出
世
の
妨
げ
と
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　

第
一
〇
条
は
、
盗
人
と
火
の
用
心
の
規
定
で
あ
る
。
毎
夜
交
代
で
夜
番
を
し
、
風
の
強
い
夜
や
火
事
の
頻
発
す
る
よ
う
な
と
き
は
、
臨

機
応
変
に
夜
番
の
人
数
を
増
や
す
こ
と
。
毎
夜
帳
面
類
は
櫃
に
納
め
、
道
具
類
も
整
頓
し
て
、
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
こ
と
を
促
し
て

い
る
。

　

第
一
一
条
は
、風
俗
風
体
に
関
す
る
注
意
で
あ
る
。
額
を
剃
り
、歯
を
白
く
磨
き
、男
振
り
や
身
嗜
み
に
ば
か
り
気
を
配
る
よ
う
な
者
は
、

少
し
ず
つ
商
人
の
風
俗
か
ら
離
れ
て
い
き
、
そ
れ
は
他
の
奉
公
人
に
も
悪
影
響
が
あ
る
の
で
、
早
め
に
解
雇
す
べ
き
で
あ
る
。
故
郷
を
遠

く
離
れ
、
異
郷
で
奉
公
す
る
の
も
金
を
儲
け
て
立
身
出
世
す
る
と
い
う
目
標
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
か
。
い
た
ず
ら
に
身
繕
い
に
囚

わ
れ
る
の
は
、
大
本
を
忘
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
諭
し
て
い
る
。

　

第
一
二
条
は
、
枡
屋
の
表
看
板
に
も
な
っ
て
い
る
、
現
金
売
り
で
あ
る
が
故
の
安
値
販
売
の
勘
所
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
商

い
で
は
、
最
初
は
現
金
売
り
を
し
て
い
て
も
、
馴
染
に
な
っ
て
く
る
と
、
掛
け
売
り
に
移
る
よ
う
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
ど
れ
ほ
ど
馴
染
に
な
っ
て
も
掛
売
り
は
し
な
い
代
わ
り
に
、
現
金
売
り
で
安
値
に
務
め
る
こ
と
を
貫
き
、
枡
屋
は
律
儀
な
商
い
を

（
九
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す
る
と
い
う
評
判
を
取
っ
て
、
買
い
手
の
方
か
ら
取
引
に
出
掛
け
て
く
る
よ
う
に
仕
向
け
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
現
金
売
り
で
な
か
っ

た
な
ら
ば
、
世
間
並
み
の
商
い
に
な
っ
て
し
ま
い
、
利
の
元
を
失
う
こ
と
に
な
る
。
売
り
子
を
使
っ
て
の
商
い
も
一
切
禁
止
す
る
。
一
貫

し
て
現
金
商
い
の
利
点
を
追
及
す
る
姿
勢
を
徹
底
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
一
三
条
は
、
仕
入
品
に
関
す
る
条
項
で
あ
る
。
仕
入
品
の
品
質
を
よ
く
吟
味
し
、
仕
入
に
つ
い
て
悪
い
情
報
や
不
都
合
な
こ
と
が
あ

れ
ば
、
京
都
へ
通
達
す
る
こ
と
。
ま
た
仕
入
品
が
出
来
の
悪
い
商
品
と
判
明
し
た
な
ら
ば
、
値
下
げ
し
て
で
も
早
め
に
売
り
捌
く
方
が
よ

い
と
教
え
て
い
る
。

　

第
一
四
条
は
、
帳
合
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
金
銀
出
納
は
五
日
毎
に
行
う
こ
と
。
そ
の
際
、
責
任
者
三
人
が
寄
合
い
、
入
り
払
い
の

印
判
を
押
し
な
が
ら
、
読
み
上
げ
や
計
算
を
相
互
に
輪
番
で
行
っ
た
後
、
〆
の
と
こ
ろ
に
連
判
を
押
す
こ
と
。
金
銀
出
入
帳
は
毎
年
京
都

へ
差
し
上
す
こ
と
。

　

第
一
五
条
は
、在
庫
注
文
の
心
構
え
で
あ
る
。
在
庫
は
適
宜
に
様
子
を
見
て
調
整
す
る
こ
と
。
こ
の
在
庫
管
理
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、

軍
を
見
て
矢
を
削
る
よ
う
に
、
追
い
込
ま
れ
て
売
物
に
手
を
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
埒
の
明
か
な
い
こ
と
に
な
る
。
春
夏
の
注
文
は

前
年
の
秋
の
う
ち
に
済
ま
し
、
秋
冬
の
注
文
は
春
に
発
注
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
六
条
は
、
商
い
に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
販
売
の
手
順
に
つ
い
て
で
あ
る
。
例
え
ば
、
高
利
の
期
待
で
き
る
商
品
で
あ
っ
て
も
、

買
い
手
の
少
な
い
も
の
は
取
り
扱
わ
な
い
よ
う
に
し
、
儲
け
は
少
な
い
が
数
多
く
捌
け
る
品
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
商
品
は
新
し

い
う
ち
に
売
り
払
う
こ
と
を
心
懸
け
、
商
品
の
回
転
を
上
げ
る
こ
と
が
商
い
の
秘
訣
で
あ
り
、
寝
か
す
商
品
が
多
く
な
る
の
は
店
の
衰
微

す
る
元
で
あ
る
。
と
く
に
夏
物
を
次
の
年
ま
で
抱
え
て
お
く
の
は
、
一
年
間
の
金
利
負
担
の
上
に
品
物
も
古
く
な
っ
て
損
失
を
こ
う
む
る

こ
と
に
な
る
、
と
具
体
的
に
注
意
を
う
な
が
し
て
い
る
。

　

第
一
七
条
で
は
、
主
に
資
金
の
利
廻
し
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
売
上
金
は
早
速
京
都
へ
上
せ
る
こ
と
。
店
に
溜
め
込
ん
で
お
く
こ
と

（
九
九
七
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は
不
用
で
あ
る
。
店
の
経
費
も
膨
張
し
な
い
よ
う
に
努
め
る
こ
と
。
な
ぜ
な
ら
資
金
の
利
廻
し
と
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
例
え

ば
、
元
銀
一
貫
匁
を
月
に
一
分
二
厘
で
五
〇
年
廻
せ
ば
、
一
〇
二
四
貫
匁
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
昔
か
ら
言
い
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
は
あ

ま
り
に
迂
遠
な
こ
と
と
は
い
え
、
今
仮
に
銀
一
貫
匁
を
月
一
分
二
厘
で
一
五
年
廻
せ
ば
、
八
貫
匁
に
な
る
。
ま
し
て
元
銀
に
各
自
の
合
力

銀
を
加
算
す
れ
ば
、
利
廻
り
は
も
っ
と
多
く
な
る
。
京
で
あ
れ
田
舎
で
あ
れ
、
金
持
に
な
る
人
は
こ
の
利
廻
し
の
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い

る
も
の
で
あ
る
。

　

第
一
八
条
は
、
支
配
人
と
店
奉
公
人
の
相
互
評
定
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
支
配
人
は
主
人
の
名
代
で
あ
る
か
ら
、
そ
の

申
付
け
に
背
い
て
は
な
ら
な
い
。
支
配
人
は
奉
公
人
の
勤
め
具
合
を
依
怙
贔
屓
な
く
報
告
す
る
こ
と
。
ま
た
奉
公
人
の
側
も
、
支
配
人
の

勤
め
振
り
に
不
埒
が
あ
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
に
捨
置
か
ず
、
か
な
ら
ず
京
都
へ
通
報
す
る
こ
と
。
内
部
通
報
制
に
よ
る
相
互
監

視
を
含
む
条
項
で
あ
る
。

　

第
一
九
条
は
、
奉
公
人
の
入
用
金
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
遣
い
銀
が
必
要
な
場
合
は
、
使
途
を
支
配
人
へ
報
告
し
た
上
で
、
京
都
か

ら
の
差
図
を
う
け
る
こ
と
と
し
、
他
所
で
の
金
銭
貸
借
を
禁
じ
て
い
る
。

　

第
二
〇
条
は
、
支
配
人
の
振
る
舞
い
に
関
す
る
も
っ
と
も
長
い
条
文
で
あ
る
。
支
配
人
は
店
務
の
合
間
に
売
り
場
を
巡
回
し
て
、
商
品

の
過
不
足
や
値
札
の
適
不
適
を
見
極
め
る
こ
と
。
支
配
人
が
、
商
い
巧
者
で
な
か
っ
た
り
勤
め
振
り
が
悪
か
っ
た
り
し
た
ら
、
人
に
下
知

し
た
り
指
図
し
た
り
も
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
商
い
を
下
役
の
者
に
任
せ
っ
ぱ
な
し
す
る
よ
う
で
は
支
配
人
の
資
格
は
な
い
。
店

中
の
商
い
を
総
攬
し
な
が
ら
、
実
際
の
仕
事
は
手
代
に
任
せ
、
失
敗
し
そ
う
な
時
は
忠
告
を
与
え
る
の
が
頭
に
立
つ
者
の
役
目
で
あ
る
。

　

支
配
人
が
先
頭
切
っ
て
商
い
に
励
め
ば
、
下
役
の
者
も
そ
れ
ぞ
れ
に
精
を
出
す
も
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
店
の
繁
昌
如
何
は
、
ひ
と
え
に

支
配
人
の
心
一
つ
に
あ
る
。
商
い
の
上
手
に
な
る
と
い
う
こ
と
も
、
別
の
こ
と
で
は
な
く
、
昼
夜
と
も
ひ
た
す
ら
商
い
に
心
を
尽
く
し
、

何
と
か
し
て
金
を
儲
け
た
い
と
念
ず
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
う
し
て
は
じ
め
て
種
々
の
創
意
工
夫
も
生
ま
れ
、
商
い
巧
者
に
な
れ
る
の
で
あ

（
九
九
六
）

一
一　
（
二
三
二
）



第
五
九
巻  

第
二
号

る
。

　

支
配
人
と
し
て
良
い
商
人
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
別
家
し
て
自
分
で
商
い
を
始
め
て
も
失
敗
す
る
こ
と
は
な
い
。
世
間
並
み
の
通

り
一
遍
の
勤
め
方
で
金
儲
け
が
で
き
る
も
の
な
ら
ば
、
皆
が
金
持
に
な
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
昔
か
ら
、
立
身
し
た
者
は
指
を
折

っ
て
数
え
る
ば
か
り
の
少
な
さ
で
あ
り
、
途
中
で
倒
れ
た
も
の
は
数
知
れ
な
い
。
主
人
か
ら
委
任
さ
れ
た
店
を
自
分
の
仕
事
と
し
て
大
切

に
精
励
す
れ
ば
、
店
は
繁
昌
し
、
そ
れ
は
支
配
人
自
身
の
立
身
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
二
一
条
は
、
健
康
管
理
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。
人
間
、
体
が
丈
夫
で
な
け
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
願
望
も
成
就
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
な
の
で
、
二
月
と
八
月
に
は
全
員
揃
っ
て
灸
治
を
す
る
こ
と
。
ま
た
、
食
事
を
通
し
て
の
身
体
の
養
生
が
大
事
で
あ
る
。
諸
病
は

口
か
ら
人
体
に
入
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
病
身
で
あ
れ
ば
、
自
分
自
身
の
不
面
目
だ
け
で
な
く
、
親
兄
弟
親
類
ま
で
の
迷
惑
に
な
る
の

で
健
康
に
は
気
を
つ
け
る
こ
と
。
も
し
も
誰
で
あ
れ
病
気
に
な
っ
た
な
ら
ば
、
重
く
な
る
前
に
名
医
に
み
て
も
ら
い
、
相
互
に
看
病
す
る

こ
と
。

　

第
二
二
条
は
、
傍
輩
同
士
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
諭
す
も
の
で
あ
る
。
傍
輩
は
一
つ
屋
根
の
下
に
住
み
、
兄
弟
の
よ
う
な
も
の
で
あ

る
の
で
言
葉
遣
い
は
丁
寧
に
し
、
相
互
に
分
け
隔
て
な
く
懇
ろ
に
接
し
、
商
い
は
も
と
よ
り
、
何
事
も
相
手
を
立
て
る
よ
う
に
す
る
の
が

人
の
道
で
あ
る
。

　

第
二
三
条
は
、
孝
行
の
勧
め
で
あ
る
。
毎
日
少
し
で
も
仏
神
を
拝
礼
す
る
よ
う
に
、
わ
け
て
も
片
方
の
親
を
亡
く
し
て
い
る
者
は
な
お

さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
両
親
の
揃
っ
て
い
る
者
で
あ
っ
て
も
、
父
母
の
安
穏
を
祈
る
こ
と
。
こ
の
気
持
の
な
い
者
は
畜
生
同
然
で
あ
る
。

孝
行
と
い
っ
て
も
、
こ
と
さ
ら
に
金
銀
衣
服
を
与
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
親
を
諌
め
喜
ば
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

　

第
二
四
条
も
孝
行
の
考
え
方
に
関
す
る
条
項
で
あ
る
。
今
も
昔
も
、
富
み
栄
え
て
い
な
が
ら
不
孝
者
も
い
れ
ば
、
貧
乏
で
あ
っ
て
も
い

た
っ
て
孝
行
者
も
い
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
孝
行
者
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
貧
富
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
何
が
孝
で
あ
り
不
孝

（
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で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
親
の
心
に
叶
う
か
否
か
に
よ
っ
て
決
ま
る
。
親
と
し
て
子
孫
繁
昌
を
祈
ら
な
い
者
は
い
な
い
。
だ
か
ら
、

子
と
し
て
は
ま
ず
身
を
全
う
し
、
悪
名
を
世
に
顕
さ
な
い
よ
う
に
努
め
る
の
が
孝
の
第
一
歩
で
あ
る
。
我
が
子
の
身
上
が
衰
え
れ
ば
、
親

の
心
は
苦
に
沈
む
も
の
な
の
で
、
各
自
は
自
分
の
立
身
の
こ
と
を
よ
く
よ
く
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
孝
道
を
説
き
な
が
ら
、
店
で
の
精
勤

と
立
身
へ
の
自
覚
を
促
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

第
二
五
条
は
、
店
幹
部
に
品
行
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
元
が
乱
れ
て
は
末
の
治
ま
る
こ
と
が
な
い
と
い
う
よ
う
に
、
主
人
や
支
配
人

な
ど
の
立
場
に
あ
る
も
の
は
、
自
身
の
行
状
が
自
堕
落
で
は
他
人
に
自
制
を
促
し
て
も
意
味
の
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
、
行
儀
作
法
を
正

し
く
し
て
家
が
治
ま
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

以
上
の
二
五
箇
条
を
記
し
た
末
尾
に
、
後
記
の
体
裁
を
と
っ
て
、
家
の
式
法
は
堅
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
も
し
蔑
ろ
に
す

る
よ
う
な
者
が
あ
れ
ば
解
雇
す
る
こ
と
を
念
押
し
し
て
い
る
。
世
間
を
見
渡
し
て
も
、
最
初
は
正
し
い
式
法
で
あ
っ
て
も
、
経
年
の
う
ち

に
廃
れ
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
一
度
廃
れ
た
も
の
を
立
て
直
す
こ
と
は
至
難
の
こ
と
で
あ
る
。
国
を
滅
ぼ
し
家
も
失
う
よ
う
な
悪
事
も
事

の
起
こ
り
は
些
細
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
か
ら
次
第
に
増
長
し
て
家
国
を
滅
ぼ
す
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、
こ
の
掟
書
を
守
っ
て
い
け
ば
、

永
代
繁
昌
は
間
違
い
な
い
。

　

こ
の
岩
城
枡
屋
の
店
掟
の
条
項
に
お
い
て
、
と
く
に
目
立
っ
て
い
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。
先
ず
前
文
で
、
読
み
聞
か
せ
の
日
月
を

毎
月
二
日
と
定
め
た
上
で
、
た
と
え
深
更
に
な
ろ
う
と
も
全
員
を
集
め
て
傾
聴
さ
せ
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
掟
書
の
読
み
上

げ
は
、
店
内
の
綱
紀
粛
正
を
兼
ね
て
の
処
置
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
さ
ら
に
掟
書
が
、
在
庫
仕
入
の
管
理
、
現
金
販
売
の
堅
持
、

早
売
り
の
勧
め
、
資
金
利
廻
し
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
、
商
売
向
け
の
具
体
的
条
項
を
盛
り
込
ん
で
い
る
こ
と
は
、
商
売
に
即
し
た
現
実
性

を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
支
配
人
の
心
構
え
に
つ
い
て
説
く
条
項
が
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る
の
は
、
店
の
盛
衰
が
偏
に
支
配
人
の
力
量
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
認
識
を
語
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
第
一
八
条
に
「
惣
中
よ
り
ハ
支
配
人
勤
悪
敷
移
り
候
歟
、不
埒
之
様
相
見
へ
候
ハ
、

（
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其
次

く
早
速
ニ
可
申
越
候
」
と
あ
る
よ
う
に
、
支
配
人
の
勤
務
振
り
に
対
す
る
内
部
通
報
制
の
挿
入
に
も
表
出
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
第
一
三
条
、
第
一
四
条
、
第
一
七
条
、
第
一
八
条
、
第
一
九
条
で
は
、
京
都
へ
通
報
や
注
進
す
る
事
柄
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
す
る
と
、
三
都
の
店
の
な
か
で
、
京
都
が
当
主
の
住
ま
い
す
る
本
店
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

第
三
章　

近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐

　

岩
城
枡
屋
の
店
掟
に
つ
づ
い
て
四
代
目
矢
尾
喜
兵
衛
は
、
所
懐
を
述
べ
る
先
立
っ
て
、
己
の
座
右
の
銘
と
す
る
司
馬
温
公
（
司
馬
光
）

の
家
訓
と
諸
葛
武
侯
（
諸
葛
孔
明
）
の
戒
子
書
か
ら
の
引
用
文
を
載
せ
て
い
る
。
読
み
下
し
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

司
馬
温
公
の
家
訓

　
　
　
　
　
　
　

金
を
積
み
以
て
子
孫
に
遺
せ
ど
も
、
子
孫
未
だ
必
ず
し
も
能
く
守
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　

書
を
積
み
以
て
子
孫
に
遺
せ
ど
も
、
子
孫
未
だ
必
ず
し
も
能
く
読
ま
ず

　
　
　
　
　
　
　

冥
々
の
中
に
陰
徳
を
積
ん
で
、
以
て
子
孫
長
久
の
計
を
為
す
に
如
か
ず

　
　
　
　
　
　

諸
葛
武
侯
の
戒
子
の
書

　
　
　
　
　
　
　

 

君
子
の
行
い
は
、
静
以
て
身
を
脩
め
、
倹
以
て
徳
を
養
う
、
澹
淡
に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
志
を
明
か
に
す
る
無
く
、
寧
静

に
非
ざ
れ
ば
、
以
て
遠
き
を
致
す
無
し

（
九
九
三
）
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「
愚
か
案
す
る
ニ
」
で
始
ま
る
喜
兵
衛
の
所
懐
は
、
直
接
的
に
は
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
無
関
係
に
記
さ
れ
て
い
る
。
所
懐
の
文
末
で
喜

兵
衛
は
、「
今
爰
ニ
口
に
任
せ
た
出
放
題
、
自
語
自
筆
ニ
書
ち
ら
し
て
居
る
、
私
も
ハ
イ
天
窓
を
掻
て
居
り
升
」
と
戯
言
風
に
表
現
し
て

い
る
が
、内
容
は
、石
門
心
学
に
傾
倒
し
て
い
た
日
頃
の
想
念
を
率
直
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。「
愚
か
案
す
る
ニ
」
と
い
う
書
出
し
自
体
、

『
石
田
先
生
語
録
』
の
な
か
の
「
愚
云
」
や
「
愚
思
ニ
」
と
い
う
表
現
に
近
似
し
て
い
る（

14
）。

　

前
段
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
勧
善
懲
悪
の
勧
め
で
あ
る
。
勧
善
懲
悪
と
い
う
こ
と
を
常
に
志
し
て
善
を
行
い
、
兄
弟
親
族
を
は
じ
め

奉
公
人
や
出
入
の
者
へ
も
善
を
説
き
聞
か
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
は
至
上
の
こ
と
で
あ
る
。
孟
子
も
人
の
性

は
善
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
め
に
は
教
育
が
必
要
で
あ
る
。
性
相
近
く
習
相
遠
し
と
い
う
よ
う
に
、
人
の
天
性
は
似
た
り
寄

っ
た
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後
の
環
境
や
勉
学
に
よ
っ
て
大
き
な
差
が
生
じ
る
も
の
な
の
で
、
知
恵
の
つ
き
は
じ
め
る
手
習
い
の
年
頃
か
ら

善
人
に
親
し
ま
せ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
は
自
分
の
こ
と
を
自
分
自
身
で
は
知
り
難
い
も
の
で
あ
る
。
そ
の
人
の
志
を
知
る
に
は
、

交
流
す
る
友
人
を
み
れ
ば
分
か
る
と
い
う
古
人
の
金
言
が
あ
る
よ
う
に
、
強
欲
、
奢
侈
、
吝
嗇
に
傾
か
な
い
よ
う
に
交
友
の
所
行
を
自
分

の
鏡
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

二
段
目
で
は
、
物
の
冥
加
を
知
り
始
末
の
効
用
を
語
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
天
地
の
間
に
存
在
す
る
物
は
天
の
恩
恵
と
地
の
養

育
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
決
っ
し
て
人
力
だ
け
で
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
冥
加
を
知
れ
ば
、
物
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、

ど
ん
な
さ
さ
や
か
な
物
で
あ
っ
て
も
天
地
か
ら
借
用
す
る
の
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
借
り
物
で
あ
る
以
上
、
粗
末
に
扱
っ
た
り
損
じ
た
り

し
て
、
物
が
廃
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
恐
れ
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
天
地
の
間
に
あ
る
物
は
、
ど
ん
な
品
で
あ
れ
減
ら
な
い
よ
う
に
心

懸
け
、
物
を
愛
し
、
物
の
効
用
を
尽
く
し
、
仮
に
も
無
益
の
こ
と
に
浪
費
し
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
始
末
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
物

の
本
来
の
役
目
を
果
た
さ
せ
る
よ
う
な
使
い
方
を
す
る
こ
と
は
、
天
地
へ
の
奉
公
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
心
掛
け
る
人
を
冥
加
を
知
る
人

と
い
う
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
随
分
と
善
心
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
家
内
一
同
が
、
こ
の
冥
加
を
知
る
よ
う
に
な
る
と
、
万
事
が

（
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都
合
よ
く
な
り
、
い
つ
の
間
に
か
物
が
豊
か
に
な
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
理
詰
め
に
考
え
た
り
損
得
を
考
え
た
り
し
て
で
き
る
こ
と
で

は
な
い
。

　

物
を
使
う
場
合
も
、
そ
の
物
の
効
用
が
無
益
に
な
る
よ
う
な
使
い
方
を
忌
避
し
、
物
の
効
用
を
使
い
尽
く
す
よ
う
に
使
用
す
る
こ
と
を

始
末
と
捉
え
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
く
に
「
兎
角
天
地
の
間
ニ
有
物
ハ
何
品
ニ
而
も
減
ら
ぬ
や
う
ニ
心
懸
て
、
物
を
愛

し
用
ニ
立
へ
き
事
ニ
ハ
用
ニ
立
テ
、
其
功
を
顕
し
、
仮
に
も
不
益
の
事
ニ
物
を
費
し
不
申
や
う
ニ
始
末
よ
く
、
何
品
ニ
而
も
捨
り
有
も
の

ハ
拾
ひ
上
ケ
何
用
ニ
成
り
と
も
遣
ひ
、
其
品
の
功
を
取
候
様
ニ
い
た
し
候
事
、
天
地
の
御
奉
公
と
申
も
の
ニ
て
候
」
と
い
う
表
現
に
は
、

石
田
梅
岩
の
語
録
を
編
纂
し
た
『
石
田
先
生
語
録
』
の
な
か
の
次
の
言
葉
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る（

15
）。

　

 　

凡オ
ヨ

ソ
天
地
ノ
間
ニ
生
ヲ
受
ル
物
育ヤ
シ
ナヒ
無
ク
シ
テ
有
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。（
中
略
）
如ク

是
五
穀
ヲ
育
ヒ
立
ル
為
ニ
ハ
万
人
コ
ト

く
ク
苦
シ

ム
ナ
リ
。
此
ノ
苦
ミ
ヲ
哀
シ
メ
バ
ト
テ
一
日
モ
食ク

ハ

ネ
バ
ナ
ラ
ヌ
此
ノ
身
ナ
リ
。
此
ノ
身
ヲ
養
フ
コ
ト
ヲ
思
ハ
ヾ
無
益
ニ
舎ス
タ

ル
物
ノ
費ツ
イ

ヘ

ヲ
思
フ
ベ
キ
コ
ト
ナ
リ
。

　

三
段
目
は
、
時
世
の
風
潮
を
批
判
し
て
、
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
に
本
来
の
職
分
を
尽
す
こ
と
が
国
益
に
叶
い
、
家
内
長
久
の
基
に
な
る
と

主
張
し
て
い
る
。
昨
今
の
世
の
習
い
は
、
金
儲
け
さ
え
す
れ
ば
身
代
は
良
く
な
っ
て
家
も
長
久
す
る
よ
う
に
思
っ
て
い
る
人
が
八
〜
九
割

も
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
間
違
い
で
あ
り
、
全
く
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

　

百
姓
は
、
世
間
の
た
め
国
の
た
め
に
な
る
有
用
な
作
物
を
た
く
さ
ん
作
り
出
す
か
ら
こ
そ
天
職
で
あ
り
、
そ
れ
が
冥
加
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
欲
得
か
ら
初
茄
子
一
つ
に
金
一
分
と
い
う
よ
う
な
高
価
な
も
の
、
奢
侈
に
か
か
わ
る
高
値
の
品
物
ば
か
り
作
り
出
す
農
家
は
農
人

の
天
職
を
汚
す
も
の
で
あ
る
。
百
姓
の
本
来
の
冥
加
を
弁
え
、
耕
作
を
大
切
に
す
る
農
家
は
子
孫
も
長
久
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
九
九
一
）

一
六　
（
二
二
七
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

　

職
人
も
国
家
の
実
用
に
役
立
つ
品
を
作
り
出
す
よ
う
に
努
め
る
な
ら
ば
、
天
意
に
も
冥
加
に
も
叶
う
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
、
無
益

な
何
の
用
に
も
立
た
な
い
奢
侈
の
者
が
玩
ぶ
だ
け
の
高
価
な
品
を
作
り
出
す
の
は
、
た
と
え
人
目
を
驚
か
す
ほ
ど
の
腕
の
職
人
で
あ
っ
て

も
、
人
々
を
奢
侈
に
趣
か
せ
る
だ
け
で
あ
り
、
安
価
な
国
家
の
役
に
立
つ
品
物
を
作
る
国
用
の
職
人
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
も
の
で
あ
る
。

　

商
人
に
つ
い
て
は
、
二
種
類
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
国
家
の
実
用
の
品
を
商
売
す
る
者
を
上
商
売
人
と
呼
び
、
そ
の
よ
う
な
商
人
は

利
も
薄
い
が
天
地
の
意
に
背
か
な
い
商
家
な
の
で
、子
孫
繁
昌
し
て
家
内
長
久
の
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
な
商
人
で
あ
る
。
し
か
し
一
方
、

百
人
の
商
人
中
八
〇
人
は
、
何
の
役
に
も
立
た
な
い
無
益
の
品
を
売
り
出
す
無
国
用
の
商
人
で
あ
る
。
な
か
に
は
、
世
上
の
人
々
を
奢
侈

に
引
き
入
れ
る
商
人
や
、
善
人
を
不
善
人
に
す
る
よ
う
な
商
人
も
い
る
。
す
な
わ
ち
、
人
を
煽
て
て
私
欲
に
耽
る
物
好
き
に
仕
立
て
、
詰

ま
ら
な
い
も
の
に
大
金
を
投
じ
さ
せ
、
そ
れ
を
誉
め
そ
や
し
て
ま
す
ま
す
へ
ん
て
こ
な
人
間
に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
商
人
で
あ
る
。

　

元
来
、
商
人
と
い
う
も
の
は
お
客
か
ら
商
品
の
価
格
に
応
じ
て
お
世
話
賃
と
し
て
口
銭
を
い
た
だ
き
、
そ
の
お
蔭
で
一
家
や
奉
公
人
を

養
い
育
て
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
か
ら
、
品
物
を
よ
く
吟
味
し
、
も
し
品
質
が
悪
け
れ
ば
値
段
を
下
げ
て
口
銭
も
で
き
る
だ
け
薄
く

売
り
、
一
度
入
来
し
た
お
客
が
喜
ん
で
再
訪
し
た
く
な
る
よ
う
に
仕
向
け
る
の
が
大
事
で
あ
り
、
正
直
と
薄
欲
の
二
つ
を
常
に
忘
れ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
こ
の
後
の
記
述
は
、
奢
り
か
ら
く
る
商
家
の
様
々
な
醜
態
を
書
き
綴
っ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
段
の

結
論
と
し
て
、
商
家
の
主
人
の
本
意
は
、
仁
と
い
う
こ
と
を
心
底
に
も
っ
て
奉
公
人
に
正
直
の
功
徳
を
熟
達
さ
せ
、
礼
儀
を
説
き
聞
か
せ
、

家
内
和
順
し
て
、
奉
公
人
が
一
家
の
主
に
育
っ
て
主
恩
に
感
謝
す
る
よ
う
に
成
長
す
る
こ
と
で
あ
る
と
結
ん
で
い
る
。

　

最
終
段
で
は
、
人
の
道
と
い
う
の
は
、
た
だ
忠
孝
の
み
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
。
忠
孝
の
道
は
、
慈
悲
善
根
布
施
供
養
と
い
え
ど
も
及

ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
が
、
聖
人
の
言
に
あ
る
よ
う
に
、
言
う
は
易
く
行
う
に
難
い
道
で
あ
る
と
。

（
九
九
〇
）

一
七　
（
二
二
六
）



第
五
九
巻  

第
二
号

　
　
　
　
　
　
　

む　

す　

び

　

岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
を
、
金
儲
け
と
い
う
こ
と
と
利
益
に
対
す
る
見
方
の
二
つ
に
絞
っ
て
両
者
を
対
比

し
て
み
よ
う
。

　

岩
城
枡
屋
の
店
掟
に
は
、
金
儲
け
あ
る
い
は
金
を
貯
め
る
こ
と
に
類
す
る
記
述
が
四
箇
所
あ
る
。
第
八
条
の
な
か
の
「
何
れ
も
始
末
を

専
一
致
し
、
奉
公
之
内
ニ
給
金
壱
分
ニ
而
も
金
を
た
め
、
行
末
落
着
い
た
し
候
様
思
案
分
別
尤
ニ
候
」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。
老
後
で
は
、

何
を
お
い
て
も
先
立
つ
も
の
は
先
ず
金
で
あ
る
か
ら
、
若
い
時
の
血
気
に
任
せ
て
浪
費
し
て
は
な
ら
な
い
、
金
を
貯
め
よ
と
い
う
戒
め
で

あ
る
。

　

続
い
て
第
一
一
条
で
は
、「
第
一
故
郷
を
ハ
離
れ
遥
ニ
奉
公
に
出
る
も
何
の
為
じ
や
、
何
卒
銀
を
儲
け
立
身
の
望
ミ
出
世
の
為
な
ら
ず

や
」
と
問
い
か
け
、
金
（
銀
）
儲
け
と
立
身
出
世
を
ほ
と
ん
ど
同
義
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
。
さ
ら
に
、
支
配
人
の
役
目
と
心
構
え

に
つ
い
て
述
べ
た
第
二
〇
条
の
な
か
で
は
「
只
万
事
を
打
捨
昼
夜
共
商
内
に
心
を
尽
し
、
是
非
と
も
銀
も
ふ
け
可
致
と
存
す
る
よ
り
外
な

く
候
、
夫

し
て
種
々
工
夫
起
り
巧
者
に
も
成
る
も
の
ニ
て
候
、（
中
略
）
世
間
並
の
商
内
務
い
た
す
が
能
と
存
知
て
ハ
天
地
遼
ニ
違
可

申
候
、
夫
に
て
銀
儲
け
に
な
ら
ハ
皆
分
限
に
成
へ
く
候
得
と
も
、
昔

立
身
致
し
候
者
は
指
折
ば
か
り
、
倒
れ
た
る
ハ
数
は
不
知
候
」
と

あ
る
。
支
配
人
に
対
し
て
、
そ
の
役
目
柄
、
昼
と
な
く
夜
と
な
く
是
非
と
も
金
儲
け
し
た
い
と
い
う
一
念
で
仕
事
に
向
か
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
説
き
、
金
儲
け
が
通
り
一
遍
の
こ
と
で
で
き
る
も
の
な
ら
ば
誰
で
も
金
持
に
な
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
容
易
い
も
の
で
は
な
く
、

金
持
を
維
持
す
る
こ
と
も
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
諭
し
て
い
る
。

　

こ
こ
で
は
、
金
儲
け
と
い
う
こ
と
が
老
後
の
安
定
や
立
身
出
世
と
直
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
あ

る
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
店
掟
全
体
が
現
実
的
で
即
物
的
な
条
項
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
符
号
し
て
い
る
。

（
九
八
九
）

一
八　
（
二
二
五
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

　

一
方
、
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
は
、
金
儲
け
に
つ
い
て
「
凡
世
間
の
習
ひ
ハ
只
金
儲
け
さ
へ
す
れ
ハ
身
代
よ
く
な
り
て
其
家
も
長
久
す
る

や
う
ニ
思
ふ
人
八
九
分
も
あ
り
候
得
と
も
、
全
左
様
の
事
ニ
而
ハ
無
之
候
」
と
、
金
儲
け
さ
え
す
れ
ば
家
の
長
久
は
保
証
さ
れ
る
と
い
う

世
間
的
な
考
え
を
真
っ
向
か
ら
否
定
し
て
い
る
。
家
の
長
久
は
、
農
工
商
と
も
に
国
家
の
利
益
に
な
る
よ
う
な
物
を
、
産
出
・
製
作
・
流

通
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
冥
加
に
叶
い
、
は
じ
め
て
可
能
と
な
る
と
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
。
金
儲
け
に
つ
い
て
、
矢
尾
喜
兵
衛
が
岩
城

枡
屋
と
対
極
に
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

次
に
利
益
に
対
す
る
見
方
で
は
、
岩
城
枡
屋
の
店
掟
は
第
一
六
条
で
、「
高
利
有
物
ニ
而
も
主
遠
き
物
ハ
決
而
取
り
寄
せ
ず
」
と
述
べ

て
い
る
。
高
利
が
見
込
め
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
売
れ
行
き
の
悪
い
も
の
は
取
り
扱
わ
な
い
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
文
末
の

次
の
二
つ
の
歌
で
も
高
利
を
狙
う
こ
と
を
戒
め
て
い
る
。

　
　
　
　

か
け
も
せ
ず
高
利
も
と
ら
す
現
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
を
仕
う
れ
ハ
末
は
繁
昌

　
　
　
　

売
附
を
失
ふ
事
は
何
ゆ
へ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
と
高
利
の
ふ
た
つ
に
そ
あ
り

　

こ
れ
に
対
し
て
、
矢
尾
喜
兵
衛
は
「
元
来
商
人
ハ
買
人
ハ
御
客
ニ
て
其
価
の
品
ニ
応
じ
御
世
話
賃
ニ
口
銭
を
貰
ひ
其
御
影
ニ
而
今
日
親

妻
子
且
又
奉
公
人
を
養
ひ
育
も
の
な
れ
ハ
」
と
、
商
人
は
購
買
者
か
ら
世
話
賃
と
し
て
口
銭
と
い
う
利
益
を
得
て
暮
ら
し
を
立
て
て
い
く

存
在
で
あ
る
と
明
確
に
規
定
し
て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
に
は
売
り
物
と
し
て
の
商
品
に
つ
い
て
は
、「
品
物
ニ
麁
抹
な
き
や
う
麁
抹

あ
ら
ハ
明
白
申
直
段
を
下
ケ
口
銭
成
丈
薄
し
て
御
客
方
の
一
度
御
入
来
あ
ら
ハ
其
次
よ
り
其
見
世
へ
不
相
替
御
入
来
有
や
う
ニ
御
客
方

も
悦
て
御
買
物
御
入
来
被
成
候
や
う
ニ
致
す
事
、
是
則
正
直
薄
欲
の
二
つ
ニ
あ
る
処
也
、
此
儀
を
常
ニ
忘
れ
さ
る
や
う
ニ
心
得
事
肝
要
ニ

（
九
八
八
）

一
九　
（
二
二
四
）



第
五
九
巻  

第
二
号

候
也
」
と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
商
売
で
肝
要
な
こ
と
は
、
品
物
を
よ
く
吟
味
し
、
も
し
も
品
質
の
悪
い
も
の
が
あ
れ
は
正
直
に
客

に
伝
え
、
値
下
げ
の
上
で
口
銭
も
薄
く
し
て
売
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
客
は
再
来
の
客
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
正
直
と
薄

欲
の
二
つ
が
大
事
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
利
欲
の
抑
制
に
よ
る
薄
利
と
い
う
こ
と
は
、
矢
尾
喜
兵
衛
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
近
江
商
人
の
家
訓
に
は
よ
く
見

ら
れ
る
考
え
方
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
挙
げ
る
と
、
西
川
甚
五
郎
家
の
家
訓
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
た
と
え
品
薄
の
時
で
も
余
分
の
口
銭

を
取
る
こ
と
を
禁
じ
た
文
言
が
繰
り
返
し
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
付
り
、
商
内
事
、
諸
品
致
吟
味
、
薄
き
口
銭
ニ
而
売
捌
、
譬
舟

間
之
節
ニ
而
も
、
余
分
口
銭
申
請
間
敷
候
、
惣
而
世
間
害
成
事
致
間
敷
候
事
」
と
い
う
文
言
で
あ
る（

16
）。

　

矢
尾
喜
兵
衛
の
商
人
存
在
の
あ
り
方
か
ら
す
る
明
白
な
薄
利
観
に
対
し
て
、
高
利
を
と
ら
な
い
と
い
う
だ
け
の
岩
城
枡
屋
の
利
益
観
は

一
籌
を
輸
す
る
も
の
が
あ
る
。
陰
徳
や
倹
約
に
よ
っ
て
徳
を
積
む
こ
と
で
子
孫
長
久
を
計
る
司
馬
温
公
や
諸
葛
武
侯
の
言
葉
を
座
右
の
銘

と
し
た
喜
兵
衛
が
、
敢
え
て
己
の
考
え
方
に
即
さ
な
い
店
掟
を
写
し
取
っ
た
真
意
を
推
し
量
る
こ
と
は
、
ま
た
別
の
問
題
で
あ
る
。

　

参
考
の
た
め
に
、「
岩
城
枡
屋
店
掟
写
」
の
全
文
を
翻
刻
し
て
後
に
掲
げ
て
お
こ
う
。

注（
１
）
矢
尾
家
日
野
文
書
、
史
料
番
号
、
三
一
二
九―

二
。

（
２
）『
矢
尾
家
略
歴　

下
編
』
一
〇
六―

一
一
八
頁
。

（
３
）   

末
永
國
紀
・
本
村
希
代
・
奥
田
以
在「
近
江
商
人
の
石
門
心
学
修
養
録『
商
主
心
法　

道
中
独
問
答
寝
言
』」『
経
済
学
論
叢
』（
同
志
社
大
学
）第
五
七
巻
第
二
号
、二
〇
〇
五
年
。

（
４
）『
豪
商
百
人
』、
別
冊
太
陽
一
八
号
、
平
凡
社
、
一
九
七
六
年
、
七
〇
頁
。

（
５ 

）『
近
江
商
人
事
績
写
真
帖
』
下
巻
、
滋
賀
県
経
済
協
会
、
一
九
三
〇
年
、
二
一
五―

二
一
七
図
。
宮
本
又
次
『
近
世
商
人
風
土
記
』
日
本
評
論
社
、
一
九
七
一
年
、
で
は
、

（
九
八
七
）

二
〇　
（
二
二
三
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

出
典
は
不
明
な
が
ら
、岩
城
枡
屋
は
大
津
駅
玉
屋
町
の
出
身
で
、大
坂
開
店
は
寛
永
六
年
、京
都
店
は
寛
文
七
年
、江
戸
店
は
延
宝
五
年
の
開
店
で
あ
っ
た
と
記
し
て
い
る
（
同

書
、
一
八
二
頁
）。

（
６
）『
大
阪
経
済
史
料
集
成
』
第
一
一
巻
、
一
九
七
七
年
、
三
四
〇
、五
二
九
頁
。

（
７
）『
大
坂
市
史
』
第
五
、一
九
一
一
年
、
八
三
六
頁
。

（
８
）
同
書
、
八
六
九
頁
。

（
９
）『
新
修
大
津
市
史
』
近
世
後
期　

第
四
巻
、
一
九
八
一
年
、
四
三
五
頁
。

（
10
）
石
井
寛
治
・
林
玲
子
編
『
白
木
屋
文
書　

問
屋
株
帳
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
八
年
、
三
頁
。

（
11
）
江
頭
恒
治
『
近
江
商
人
中
井
家
の
研
究
』
雄
山
閣
、
一
九
六
五
年
、
二
四
二―

二
四
五
頁
。

（
12
）
白
崎
五
郎
七
編
纂
『
日
本
全
国
商
工
人
名
録
』
一
八
九
二
年
、
二
一
二
頁
。

（
13
）『
白
木
屋
三
百
年
史
』
一
九
五
七
年
、
一
六―
一
七
頁
。

（
14
）『
石
門
心
学
』
日
本
思
想
体
系
四
二
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
六
〇―

六
一
頁
。

（
15
）
同
書
、
三
四―

三
五
頁
。

（
16
）
文
化
四
年
「
勘
定
目
録
帳
」、
西
川
文
化
財
団
所
蔵
。

　
　
　
　
　

岩
城
枡
屋
店
掟
写
全
文

　
　
（
凡
例
）

　
　
　

・
原
文
に
は
適
宜
「
、」
を
付
し
た
。

（
九
八
六
）

二
一　
（
二
二
二
）



第
五
九
巻  

第
二
号

　
　
　

・
漢
字
は
常
用
漢
字
を
用
い
た
。

　
　
　

・ 

か
な
は
現
行
の
ひ
ら
が
な
・
カ
タ
カ
ナ
に
改
め
た
が
、
而
（
て
）
お
よ
び
〆
（
し
め
）、

（
よ
り
）
に
つ
い
て
は
も
と
の
字

体
の
ま
ま
と
し
た
。

　
　
　

・
誤
字
と
思
わ
れ
る
場
合
で
も
、
原
文
の
ま
ま
と
し
た
時
は
（
マ
マ
）
を
加
え
た
。

【
表
紙
】

「　
　
　
　
　
　
　
　

矢
尾
喜
兵
衛　
　
　
　

　
　

岩
城
枡
屋
店
掟
写　
　
　
　
　

」

【
全
文
】

　
　
　

店
法
度
作
法
并
異
見
之
事

一　

 

掟
書
読
時
、
惣
中
集
り
行
義
（
マ
マ
）

不
乱
静
ニ
趣
を
聞
届
ケ
、
相
守
可
申
候
、
若
誰
ニ
而
も
式
法
を
軽
メ
我
侭
ニ
働
き
候
は
、
暇
遣
し
可

申
候
、
此
壱
巻
は
店
之
為
斗
り
ニ
而
は
無
之
、
面
々
能
商
人
ニ
成
り
、
立
身
可
致
基
ニ
候
、
然
ル
を
不
心
得
に
て
店
之
為
斗
り
之
様

ニ
思
ひ
な
し
候
は
大
き
成
る
誤
り
ニ
而
有
へ
し
、
扨
い
つ
も
替
ら
ぬ
同
し
事
な
れ
バ
、
度
々
見
聞
ニ
不
及
と
て
、
疎
略
ニ
致
し
置
申

間
敷
候
、
古
人
之
金
言
ハ
心
有
者
は
譬
へ
書
ニ
致
し
、
朝
夕
見
可
申
候
、
然
ら
ハ
此
巻
も
の
各
々
商
内
ニ
誠
ニ
金
言
ニ
而
有
べ
く
候
、

毎
月
二
日
無
懈
怠
夜
更
候
と
も
無
退
屈
急
度
読
聞
可
申
候

　
　
　
　
　

定

　

一　

御
公
儀
様
御
法
度
之
趣
、
急
度
相
守
可
申
候
事

二
二　
（
二
二
一
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

　
　
　

町
儀
之
作
法
背
申
間
敷
候

　

一　

人
抱
候
は
早
々
請
状
取
之
可
申
候
、
尤
手
代
分
に
ハ
家
持
之
請
人
弐
人
宛
取
置
可
申
候

　

一　
 

店
名
前
而
人
請
、
并
金
銀
は
勿
論
、
惣
躰
請
相
立
申
間
敷
候
、
尤
口
請
合
無
用
ニ
候
、
又
一
夜
ニ
而
も
出
姓
慥
な
ら
ぬ
人
宿
借
し

申
間
敷
候

　

一　

 

店
之
用
或
は
自
分
之
用
事
有
之
他
行
致
す
節
ハ
、
先
之
行
処
支
配
人
江
断
出
可
申
候
、
尤
夜
泊
り
堅
無
用
ニ
候
、
国
悪
性
成
る
も

の
ゝ
く
せ
と
し
て
偽
り
を
申
寄

く
余
路
へ
出
る
も
の
ニ
て
候
、
若モ
シ

左
様
之
あ
れ
ハ
何
れ
も
心
を
附
見
可
申
候
、
兎
角
若
き
も

の
ゝ
切
ニ
余
所
へ
出
れ
ハ
、
必
悪
敷
事
出
来
る
基
ひ
ニ
候

　

一　

博
奕
傾
城
狂
ひ
、
并
一
銭
之
勝
負
も
致
間
敷
候

　
　
　

 

千
万
之
悪
事
も
最
初
は
皆
少
し
事
ニ
候
、
然
ル
を
店
之
法
度
を
破
り
、
我
侭
ニ
働
き
悪
敷
事
等
出
来
候
ハ
ヽ
、
譬
へ
数
年
旧
功
之

者
た
り
と
も
其
宥
免
不
致
候
、
増
而
昨
今
之
人
ハ
不
及
申
、
面
々
身
よ
り
出
た
る
悪
事
難
義
及
候
時
、
主
人
傍
輩
を
も
恨
ニ
申
間

敷
候

　

一　

 

性
悪
敷
役
ニ
立
ぬ
も
の
ハ
子
さ
へ
も
親
か
勘
当
致
し
候
定
ニ
て
、
能
々
合
点
可
有
候
、
并
少
し
の
切
端
ニ
而
も
私
に
遣
ひ
申
間
敷

候

　

一　

 

実
無
き
者
一
切
抱
置
申
間
敷
候
、
内
外
ニ
お
い
て
私
商
内
決
而
致
間
敷
候
、
何
方
而
も
我
れ
主
人
之
扶
持
を
蒙
り
な
か
ら
自
分
之

挊
を
致
す
事
、
天
道
之
道
ニ
有
間
敷
候
、
亦
世
間
ニ
売
へ
き
と
や
ら
ん
致
す
事
有
、
此
方
手
代
に
左
様
之
者
出
来
候
は
、
見
附
次

第
に
着
の
侭
に
て
追
出
し
可
申
候
、
是
盗
賊
と
言
も
の
ニ
候

　

一　

 

店
に
て
平
生
木
綿
着
物
よ
り
外
絹
紬
着
申
間
敷
候
、
帯
ニ
も
糸
る
い
無
用
ニ
候
、
夏
の
帷
子
も
是
ニ
準
し
可
致
候
、
兎
角
商
人
は

見
廻
り
ニ
心
移
り
而
ハ
、
挊
之
道
不
精
ニ
成
つ
て
か
な
ら
ず
役
ニ
立
不
申
候
、
商
内
に
能
精
を
入
れ
て
挊
を
大
事
と
し
て
立
身
致

二
三　
（
二
二
〇
）



第
五
九
巻  

第
二
号

す
者
ハ
、
京
田
舎
に
不
限
形
り
ふ
り
身
の
廻
り
ニ
構
ひ
申
さ
ぬ
も
の
ニ
而
候
、
何
れ
も
始
末
を
専
一
致
し
、
奉
公
之
内
ニ
給
金
壱

分
ニ
而
も
金
を
た
め
、
行
末
落
着
い
た
し
候
様
思
案
分
別
尤
ニ
候

　
　
　

 
皆
若
き
時
不
覚
悟
ニ
而
、
血
気
之
勇
に
任
せ
銭
銀
を
む
さ
と
遣
ひ
減
し
一
生
貯
な
く
年
寄
、
礑
と
行
当
り
後
悔
致
す
も
の
ニ
而
候
、

大
方
世
間
此
利
を
不
弁
、
笑
止
ニ
み
ゆ
る
も
の
多
く
候
、
老
衰
候
時
、
金
銀
な
け
れ
は
思
の
外
苦
し
ミ
涙
も
の
ニ
而
候
、
我
身
ハ

人
の
異
見
を
請
へ
き
事
ニ
非
ら
す
、
我
と
分
別
し
て
我
と
慎
ミ
可
申
候
、
鎌
倉（

マ
マ
）
西
明
寺
時
頼
公
御
歌
に

　
　
　
　
　
　
　

我
身
を
は
我
ほ
ど
思
ふ
人
あ
ら
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

わ
れ
と
案
し
て
我
と
お
し
へ
よ

　
　
　

尤
も
世
間
之
為
難
有
教
訓
之
御
歌
な
り
、
只
呉
々
人
の
身
之
行
末
思
案
工
夫
肝
要
也

　

一　

 

店
ニ
而
昼
も
抜
を
遣
ひ
手
習
致
し
、
惣
し
て
商
内
之
為
に
見
分
悪
敷
事
并
昼
夜
共
諸
芸
之
稽
古
致
し
申
間
敷
候
、
但
し
、
夜
ニ
入

若
透
隙
候
ハ
ヽ
手
習
と
十
露
盤
の
稽
古
可
致
候
、
此
外
に
諸
芸
嗜
無
用
ニ
候
、
勿
論
余
所
へ
出
之
抔
は
猶
以
之
事
ニ
候
、
商
人
の

道

外
習
嗜
事
は
家
職
之
妨
出
世
の
障
り
ニ
候

　

一　

盗
人
并
火
の
用
心
、
平
生
無
油
断
心
得
可
申
候
、
尤
年
中
夜
毎
替
り

く
に
夜
番
致
す
へ
し

　
　
　

 

何
時
而
も
風
吹
候
夜
、
又
は
火
事
繁
き
砌
り
ハ
定
番
の
外
、
加
役
を
相
添
尚
以
入
念
可
申
候
、
尤
夜
毎
帳
面
櫃
に
納
メ
、
万
店
に

有
之
道
具
之
類
能
片
附
置
、
足
ま
ど
ひ
に
成
ら
ぬ
様
ニ
致
し
置
可
申
候

　

一　

 

額
に
角
を
立
歯
を
白
く
磨
き
、
或
は
鏡
を
見
男
振
を
作
り
身
嗜
ミ
致
間
敷
候
、
只
商
人
は
朝
夕
商
内
振
か
肝
要
候
、
皆
其
役
目
の

人
ニ
候
得
は
也

　
　
　

 

若
如
此
委
細
之
異
見
之
趣
聞
な
か
ら
不
合
点
成
人
あ
ら
ハ
、
縦
忍
ひ

く
ニ
も
商
人
の
風
俗
な
ら
ぬ
様
ニ
致
す
も
の
あ
ら
は
、
事

な
き
内
に
暇
遣
し
可
申
候
、
兎
角
性
の
悪
敷
者
目
永
ニ
し
て
抱
置
候
得
は
、
後
々
能
者
に
も
其
風
俗
が
移
り
、
諸
傍
輩
の
妨
に
相

二
四　
（
二
一
九
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

成
可
申
候
、
第
一
故
郷
を
ハ
離
れ
遥
ニ
奉
公
に
出
る
も
何
の
為
じ
や
、
何
卒
銀
を
儲
け
立
身
の
望
ミ
出
世
の
為
な
ら
ず
や
、
然
は

身
の
行
末
の
事
思
案
工
夫
分
別
の
外
、
別
の
嗜
も
身
の
繕
ひ
も
不
入
も
の
ニ
候

　

一　
 

商
内
之
事
、
始
ハ
現
金
ニ
売
申
候
得
共
、
馴
染
掛
り
候
得
は
油
断
出
来
、
か
け
に
も
致
す
も
の
ニ
候
、
何
程
馴
染
候
て
も
掛
ぬ
と

安
き
を
表
に
致
し
、
枡
屋
は
律
儀
成
る
商
内
の
仕
様
と
値
段
安
く
現
金
な
ら
で
ハ
売
不
申
と
名
を
取
、
先
よ
り
慕
へ
買
に
見
へ
候

様
に
仕
成
可
申
事
専
一
也
、
此
商
内
の
仕
様
な
ら
で
ハ
、
現
金
商
内
の
元
を
失
ひ
、
世
間
並
の
商
内
に
成
り
可
申
候
、
尤
売
子
商

内
一
切
致
し
申
間
敷
候

　

一　

 

諸
事
仕
入
物
能
吟
味
致
し
、
悪
敷
事
ハ
毎
度
京
都
へ
通
達
可
致
候
、
又
出
来
不
出
来
の
も
の
ハ
当
座
ニ
欠
引
致
し
、
直
を
引
下
ケ

安
く
と
も
売
払
候
が
能
候

　

一　

 

金
銀
出
入
算
用
五
日
宛
ニ
可
致
候
、
但
し
三
人
宛
寄
合
、
入
払
印
判
ヲ
以
押
合
可
致
候
、
右
三
人
廻
り
読
、
廻
り
算
ニ
致
し
一
座

之
者
其
〆
の
所
へ
連
判
致
し
置
可
申
候

　
　
　

附
り
出
入
帳
年
々
京
都
へ
差
為
登
可
申
候

　

一　

 

注
文
仕
様
売
物
無
之
申
遣
し
て
ハ
間
似
合
不
申
候
、
縦
ハ
十
反
物
五
反
売
、
残
り
五
反
在
之
内
ニ
申
遣
し
、
其
内
に
五
反
を
売
り

可
申
と
勘
を
く
り
申
さ
ね
ハ
常
々
売
物
に
手
を
附
可
申
候
、
注
文
程
大
事
ハ
無
之
候
、
軍
を
見
て
矢
を
け
づ
る
仕
様
ニ
而
は
埒
明

不
申
候
、
是
能
合
点
可
有
候
、
春
夏
の
注
文
ハ
秋
中
ニ
致
し
、
秋
冬
の
注
文
ハ
春
ニ
可
致
ハ
是
肝
要
也

　

一　

売
物
手
廻
し
の
事
別
而
商
内
の
肝
要
也

　
　
　

 

た
と
へ
ハ
、
高
利
有
物
ニ
而
も
主
遠
き
物
ハ
決
而
取
り
寄
せ
ず
、
利
無
少
と
も
数
多
捌
け
主
近
き
物
を
取
寄
せ
、
兎
角
売
物
古
く

成
ら
ぬ
内
売
払
候
而
、
新
ら
敷
仕
替
事
が
商
内
の
秘
事
也

　
　
　

 

此
心
得
を
失
ひ
て
ハ
寝
が
祢
も
の
多
く
出
来
候
而
、
店
衰
微
致
す
へ
く
と
、
殊
ニ
夏
物
次
の
年
迄
抱
置
候
得
ハ
、
壱
ケ
年
の
利
懸

二
五　
（
二
一
八
）



第
五
九
巻  

第
二
号

り
、
又
代
呂
物
古
く
な
り
損
し
申
候
、
此
段
手
代
中
に
も
能
々
合
点
可
有
候

　

一　
 

売
溜
り
金
銀
早
速
ニ
為
登
可
申
候
、
見
合
置
候
事
不
用
ニ
候
、
惣
而
商
人
ハ
遣
ひ
多
く
候
て
ハ
分
限
ニ
な
ら
ぬ
も
の
に
て
候
、
店

遣
ひ
銘
々
遣
ひ
多
く
な
ら
ぬ
様
ニ
可
致
候
、
就
夫
銀
廻
し
を
知
ル
第
一
の
事
、
世
間
の
人
不
知
之
候
、
譬
は
元
銀
壱
貫
匁
を
月
壱

分
弐
ニ
五
十
年
廻
し
候
得
ハ
、
千
弐
拾
四
貫
匁
成
り
申
由
昔
よ
り
申
伝
へ
候
、
是
ハ
遠
き
事
、
銀
壱
貫
匁
を
壱
分
二
ニ
十
五
年
廻

せ
ハ
八
貫
匁
に
成
申
候
、
此
上
面
々
合
力
銀
を
加
か
け
算
用
致
し
見
可
申
候
、
此
利
廻
し
不
存
も
の
ハ
始
末
悪
敷
、
店
之
遣
ひ
自

分
之
遣
ひ
多
く
成
り
可
申
候
、
昔
よ
り
京
田
舎
不
限
分
限
ニ
成
る
人
ハ
此
利
廻
し
を
能
存
候
、
必
元
手
の
出
来
ぬ
も
の
ハ
始
末
も

悪
敷
、
精
も
出
さ
ぬ
も
の
ニ
候
、
此
趣
能
々
合
点
有
べ
し
、
尤
小
買
物
方
常
々
吟
味
致
し
為
買（

マ
マ
）
せ
可
申
候

　

一　

我
等
名
代
に
差
置
候
支
配
人
之
義
ニ
候
得
ハ
、
勿
論
我
々
に
少
し
も
不
相
替
可
思
候
、
諸
申
附
候
義
背
申
間
敷
候

　
　
　

 

扨
又
、
支
配
人
よ
り
ハ
惣
中
之
精
不
精
之
様
子
無
依
怙
可
申
登
候
、
惣
中
よ
り
ハ
支
配
人
勤
悪
敷
移
り
候
歟
、
不
埒
之
様
相
見
へ

候
ハ
、
其
次

く
早
速
ニ
可
申
越
候

　
　
　

必
疎
略
致
置
申
間
敷
候
、
聞
流
し
見
流
し
ニ
致
し
置
候
事
、
実
之
奉
公
人
と
申
者
而
は
な
く
候

　

一　

惣
手
代
中
遣
ひ
銀
、
過
分
ニ
借
り
申
間
敷
候

　
　
　

 

尤
無
拠
入
用
あ
ら
ハ
如
何
様
の
品
而
何
程
入
申
候
と
支
配
人
へ
相
尋
、
其
上
京
都

差
図
有
之
候
は
、
格
別
之
事
ニ
候
、
并
ニ
他

所
ニ
而
金
銀
貸
借
致
間
敷
候

　

一　

 

支
配
人
毎
日
隙
々
に
店
の
売
物
見
廻
り
て
、
代
呂
物
足
り
不
足
善
悪
見
極
メ
、
札
の
欠
引
致
し
可
申
候
、
支
配
人
商
内
不
巧
者
又

は
勤
悪
敷
候
而
は
人
ニ
下
知
も
差
図
も
成
り
申
間
敷
候
、
末
々
の
者
に
任
せ
置
商
内
致
さ
せ
候
而
は
、
支
配
人
と
申
者
而
は
無
之

候
、
惣
店
中
商
ひ
我
心
に
引
受
申
、
手
代
中
に
致
さ
せ
、
若
仕
そ
ん
じ
さ
う
成
筋
あ
ら
ハ
、
早
速
に
下
知
を
加
へ
可
申
候
、
是
頭

た
る
者
の
役
ニ
而
候
也

二
六　
（
二
一
七
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

　
　
　

 

我
等
名
代
ニ
候
得
は
店
中
の
商
ひ
我
事
と
身
ニ
引
請
す
し
て
ハ
支
配
人
の
甲
斐
も
無
之
候
、
頭
た
る
者
商
内
ニ
精
出
し
候
得
ハ
お

の
つ
か
ら
末
々
迄
も
精
出
す
も
の
に
て
候
、
然
ら
ハ
店
繁
昌
不
繁
昌
ハ
只
支
配
人
の
心
壱
つ
ニ
有
之
候
、
扨
商
内
上
手
ニ
成
と
い

ふ
ハ
別
の
事
に
て
も
な
く
、
只
万
事
を
打
捨
昼
夜
共
商
内
に
心
を
尽
し
、
是
非
と
も
銀
も
ふ
け
可
致
と
存
す
る
よ
り
外
な
く
候
、

夫

し
て
種
々
工
夫
起
り
巧
者
に
も
成
る
も
の
ニ
て
候

　
　
　

 

能
商
人
ニ
成
候
得
ハ
、
自
身
商
内
致
し
候
節
身
持
損
し
申
間
敷
候
、
然
ら
ハ
主
人
の
奉
公
徳
ニ
成
り
可
申
候
、
世
間
並
の
商
内
務

い
た
す
が
能
と
存
知
て
ハ
天
地
遼
ニ
違
可
申
候
、
夫
に
て
銀
儲
け
に
な
ら
ハ
皆
分
限
に
成
へ
く
候
得
と
も
、
昔

立
身
致
し
候
者

は
指
折
ば
か
り
、
倒
れ
た
る
ハ
数
は
不
知
候
、
主
の
儀
を
我
事
と
大
切
ニ
昼
夜
無
油
断
精
出
し
候
得
ハ
店
も
繁
昌
致
し
面
々
の
立

身
も
可
致
候

　

一　

 

人
ハ
第
壱
不
堅
固
に
て
ハ
、
万
願
ひ
事
不
叶
、
思
ふ
事
も
成
就
せ
ぬ
も
の
に
て
候
、
然
ら
ハ
二
月
と
八
月
ニ
は
何
れ
も
不
残
灸
治

致
し
可
申
候

　
　
　

 

扨
、
平
生
食
養
生
肝
要
ニ
候
、
諸
病
ハ
口
よ
り
入
と
申
事
有
、
兎
角
病
身
に
て
ハ
其
身
斗
の
迷
惑
ニ
あ
ら
す
、
親
兄
弟
親
る
い
迄

も
苦
を
懸
け
候
、
若
又
誰
ニ
而
も
相
煩
ひ
候
ハ
ヽ
病
気
重
く
な
ら
ぬ
前
ニ
早
く
大
医
ニ
相
頼
み
養
生
為
被
致
可
申
候
、
相
互
ニ
能

看
病
可
致
候
事

　

一　

 

諸
傍
輩
ハ
如
兄
弟
之
、
然
ハ
言
葉
遣
ひ
等
慇
懃
に
し
て
少
し
も
妬
ミ
思
ふ
へ
か
ら
す
、
相
互
無
隔
心
念
頃
を
尽
し
、
商
内
事
ハ
不

及
申
、
何
事
も
我
よ
り
人
を
育
候
様
可
致
候
、
夫
か
人
の
本
と
い
ふ
も
の
に
て
候

　

一　

暫
時
成
と
も
毎
日
仏
神
を
拝
礼
す
へ
し

　
　
　

若
又
片
親
に
而
も
欠
け
た
る
人
ハ
尚
以
の
事
ニ
候

　
　
　

両
親
あ
る
人
ハ
父
母
の
安
穏
を
祈
り
可
申
候

二
七　
（
二
一
六
）



第
五
九
巻  

第
二
号

　
　
　

 

此
心
な
き
も
の
ハ
人
の
皮
を
着
た
る
畜
生
同
前
ニ
て
有
へ
く
候
、
扨
第
一
親
ニ
孝
行
志
し
至
而
厚
く
可
有
候
、
尤
金
銀
衣
服
を
あ

た
へ
参
ら
せ
る
か
孝
行
ニ
て
も
な
く
候
、
只
親
を
い
さ
め
悦
ば
し
む
る
が
孝
行
と
い
ふ
も
の
に
て
候

　

一　

 
昔
今
を
見
聞
に
、
富
栄
へ
て
も
不
孝
成
も
有
、
又
貧
に
て
も
至
而
孝
行
成
人
も
有
、
然
は
孝
を
な
す
事
偏
ニ
貧
福
に
よ
ら
す
、
兎

角
親
の
心
に
か
の
ふ
を
以
孝
と
す
、
不
叶
を
以
不
孝
と
す
、
人
々
親
々
子
孫
繁
昌
を
祈
ら
ぬ
ハ
な
し
、
然
ら
ハ
人
ハ
身
を
全
し
世

に
出
ぬ
事
是
孝
行
の
初
也
、
我
子
の
身
の
上
衰
へ
ぬ
れ
ハ
父
母
の
心
苦
ニ
沈
む
も
の
而
候
、
然
ら
ハ
立
身
の
事
皆
々
能
心
得
可
申

候
、

　

一　

 

一
師
源
く
ら
け
れ
ハ
万
弟
道
に
迷
ひ
、
一
犬
声
誤
れ
ハ
万
吠
と
い
ふ
事
あ
り
、
是
皆
元
乱
れ
て
末
治
る
事
な
し
と
誡
教
た
る
言
葉

也
、
然
は
第
一
主
人
次
に
家
々
支
配
致
し
候
も
の
、
行（

マ
マ
）
義
作
法
不
正
し
て
ハ
叶
わ
ぬ
事
、
兎
角
身
の
勤
め
自
他
楽
ニ
テ
ハ
如
何
程

人
を
製

（
マ
マ
）す
と
も
全
く
其
甲
斐
有
間
敷
候
、
支
配
人
能
心
得
候
而
身
の
行（
マ
マ
）
義
正
敷
致
し
家
を
治
メ
可
申
候

　
　
　

 

右
之
條
々
少
し
も
不
背
相
守
可
申
候
、
若
是
を
な
ひ
か
し
ろ
に
し
て
我
侭
を
働
き
候
ハ
ヽ
最
初
よ
り
書
記
せ
し
如
く
早
速
に
暇
遣

し
可
申
候
、
惣
而
家
の
式
法
と
言
も
の
ハ
急
度
守
ら
て
ハ
不
叶
事

　
　
　

 

世
間
の
躰
を
見
る
に
兼
而
正（
マ
マ
）
し
敷
家
の
式
法
も
年
へ
ぬ
れ
は
漸
々
乱
れ
悪
敷
成
事
ハ
安
く
、
捨
れ
た
る
を
継
く
事
難
成
相
見
へ

候
、
国
を
亡
し
家
を
失
ふ
程
の
悪
事
も
最
初
の
起
り
ハ
少
し
の
事
而
、
夫
よ
り
次
第
ニ
増
長
致
し
、
家
督
を
ほ
ろ
ぼ
す
も
の
に
て

候
、
何
時
迄
も
此
こ
と
く
さ
へ
守
り
勤
候
得
は
永
代
無
異
儀
繁
昌
可
致
候

　
　

得　

か
け
も
せ
ず
高
利
も
と
ら
す
現
金
に

　
　
　
　
　
　
　
　

も
の
を
仕
う
れ
ハ
末
は
繁
昌

二
八　
（
二
一
五
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

　
　

失　

売
附
を
失
ふ
事
は
何
ゆ
へ
ぞ

　
　
　
　
　
　
　
　

か
け
と
高
利
の
ふ
た
つ
に
そ
あ
り

　
　
　
　

天
保
十
亥

　
　
　
　
　
　

二
月
七
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
新
烏
丸
通
二
條
上
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
屋
庄
兵
衛
旅
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
尾
新
助
写
之

【
矢
尾
喜
兵
衛
の
座
右
の
銘
】

　
　
　

司
馬
温
公
家
訓

　
　
　

積
金
以
遺
子
孫
々
々
未
必
能
守　

　
　
　

積
書
以
遺
子
孫
々
々
未
必
能
読

　
　
　

不
如
積
陰
徳
於
冥
々
之
中
以
為
子
孫
長
久
之
計

　
　
　

諸
葛
武
侯
戒
子
書
曰

　
　
　

君
子
之
行
静
以
脩
身
倹
以
養
徳

　
　
　

非
澹
淡
無
以
明
志
非
寧
静
無
以
致
遠

二
九　
（
二
一
四
）



第
五
九
巻  

第
二
号

【
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
】

　
　

 
愚
か
案
す
る
ニ
人
々
其
心
得
方
種
々
様
子
有
と
言
へ
共
、
凡
勧
善
懲
悪
の
道
常
ニ
志
し
、
其
身
ニ
堅
相
守
り
至
極
熟
懇
ニ
致
す
人
々

の
中
ニ
も
其
道
を
述
る
時
ハ
実
感
心
し
て
聞
友
達
ヘ
ハ
随
分
無
遠
慮
能
程
ニ
申
語
る
べ
し
、
我
兄
弟
甥
其
外
親
族
之
中
ニ
も
我

目

下
之
者
ハ
強
而
申
聞
す
事
真
実
た
る
へ
し
、
又
我
家
ニ
抱
置
奉
公
人
出
入
之
者
ヘ
ハ
、
是
又
不
好
と
言
へ
と
も
常
ニ
説
為
聞
候
様
、

然
る
時
ハ
中
分
の
人
ハ
行
々
勧
善
懲
悪
の
道
理
を
弁
へ
可
申
も
の
ニ
て
候
也
、
善
を
行
ひ
善
を
解
聞
せ
可
申
事
ハ
世
間
の
為
人
の
為

是
過
た
る
事
あ
ら
じ
、
生
来
教
の
入
ら
ぬ
も
の
ハ
善
事
を
聞
と
、
は
や
焼
餅
気
ニ
成
り
壊
チ
誹
リ
、
十
ニ
一
ツ
も
穴
を
見
付
出
し
、

其
処
を
付
込
ミ
嘲
リ
軽
し
め
る
気
風
も
有
も
の
也
、
ケ
様
之
類
ハ
扨
々
困
り
入
た
る
迷
惑
者
ニ
候
、
此
類
多
分
十
二
三
才

廿
歳
迄

程
之
処
ニ
、
如
何
ニ
も
能
人
ニ
仕
込
も
ら
い
た
れ
ハ
最
笠
と
仁
義
の
道
理
も
弁
へ
可
申
儀
ニ
候
、
惜
へ
き
事
ニ
候
、
孟
軻
も
人
の
性

ハ
元

善
也
と
被
仰
候
儀
も
候
へ
ハ
習
ひ
相
遠
之
訳
ニ
而
、
手
習
比

徐
々
智
恵
付
ニ
至
り
善
人
ニ
近
寄
不
申
而
ハ
不
相
成
事
ト
被

存
候
、
併
善
性
と
悪
性
と
善
柔
と
悪
柔
と
此
二
ツ
ニ
ハ
善
ニ
も
悪
に
も
変
し
易
き
さ
せ
る
大
善
大
悪
ニ
も
成
る
事
難
出
来
ト
思
ハ
れ

候
、
其
人
の
志
を
し
る
ニ
ハ
其
交
友
を
見
る
へ
し
と
古
人
の
金
言
万
的
中
恐
感
心
の
至
り
ニ
候
、
其
友
を
撰
ひ
強
欲
ニ
入
さ
る
や
う
、

奢
侈
移
ら
さ
る
や
う
、
吝
嗇
ニ
傾
さ
る
や
う
我
心
ニ
而
ハ
我
事
ハ
知
れ
あ
し
き
も
の
也
、
我
か
行
ひ
を
知
る
と
思
ハ
ヽ
我
交
友
の
所

行
を
能
々
見
て
我
か
身
の
動
静
を
勘
考
す
へ
き
事
也

一　

 

勧
善
懲
悪
の
教
を
守
る
時
ハ
是
ニ
而
人
の
道
も
立
、
有
難
事
ニ
候
、
扨
今
日
天
地
の
間
ニ
有
物
何
一
ツ
ニ
而
も
天
の
恩
恵
地
の
養
育

に
漏
た
る
物
ハ
な
く
候
、
人
力
斗
ニ
而
ハ
物
毎
成
就
不
致
事
ニ
候
、
依
之
冥
加
を
能
知
る
人
ハ
何
品
ニ
よ
ら
す
聊
の
物
た
り
と
も
皆

天
地
の
物
な
れ
ハ
是
を
御
借
用
仕
居
同
前
ニ
候
間
、
我
か
用
ニ
立
へ
き
事
ハ
天
地
の
御
ゆ
る
し
被
下
候
処
な
れ
と
、
其
か
り
物
を
麁

ま
つ
ニ
い
た
し
無
益
ニ
も
の
を
費
し
損
し
、
も
の
ゝ
す
た
る
事
を
恐
れ
慎
ミ
、
兎
角
天
地
の
間
ニ
有
物
ハ
何
品
ニ
而
も
減
ら
ぬ
や
う

ニ
心
懸
て
、
物
を
愛
し
用
ニ
立
へ
き
事
ニ
ハ
用
ニ
立
テ
、
其
功
を
顕
し
、
仮
に
も
不
益
の
事
ニ
物
を
費
し
不
申
や
う
ニ
始
末
よ
く
、

三
〇　
（
二
一
三
）



呉
服
商
岩
城
枡
屋
の
店
掟
と
近
江
商
人
矢
尾
喜
兵
衛
の
所
懐
（
末
永
國
紀
）

何
品
ニ
而
も
捨
り
有
も
の
ハ
拾
ひ
上
ケ
何
用
ニ
成
り
と
も
遣
ひ
、
其
品
の
功
を
取
候
様
ニ
い
た
し
候
事
、
天
地
の
御
奉
公
と
申
も
の

ニ
て
候
、
ケ
様
に
常
ニ
心
懸
候
事
ハ
随
分
善
心
な
く
て
ハ
な
ら
す
、
気
も
見
も
ま
め
ニ
て
我
心
を
つ
く
し
身
を
つ
く
し
不
申
候
而
ハ
、

出
来
難
き
も
の
ニ
候
、
是
を
行
ふ
人
を
能
く
冥
加
を
知
り
た
る
人
と
申
ニ
而
候
也
、
家
内
の
者
ハ
此
行
を
能
々
示
し
、
家
内
一
同
其

気
ニ
成
り
、
今
日
御
冥
加
を
知
る
時
ハ
万
事
都
合
能
、
何
と
な
く
物
沢
山
ニ
成
る
も
の
ニ
て
候
、
も
の
こ
と
余
り
勘
定
詰
ニ
懸
る
人

ハ
利
詰
ニ
ハ
見
へ
て
も
実
意
の
冥
加
ニ
迦
る
ゝ
意
も
有
も
の
ニ
テ
候
、
全
損
得
を
考
へ
す
る
事
ニ
ハ
な
く
候
な
り

一　

 

凡
世
間
の
習
ひ
ハ
只
金
儲
け
さ
へ
す
れ
ハ
身
代
よ
く
な
り
て
其
家
も
長
久
す
る
や
う
ニ
思
ふ
人
八
九
分
も
あ
り
候
得
と
も
、
全
左
様

の
事
ニ
而
ハ
無
之
候
、
今
日
金
儲
け
も
世
間
の
物
融
通
ニ
て
彼
方
へ
此
方
へ
と
金
銀
の
御
通
行
な
さ
れ
候
儀
ニ
候
、
御
百
姓
方
の
諸

作
物
を
作
り
出
し
国
益
ニ
相
成
候
事
ハ
至
極
冥
加
ニ
相
叶
た
る
道
理
ニ
候
、
尤
も
農
家
の
作
出
し
も
の
ゝ
内
ニ
も
何
の
益
に
も
相
成

ら
す
世
間
の
為
国
の
た
め
ニ
無
益
の
品
も
数
多
有
之
候
、
是
ハ
畢
竟
御
百
姓
ハ
天
職
と
承
り
候
得
共
、
初
茄
子
壱
ツ
金
壱
分
抔
と

言
ふ
事
ハ
却
而
農
人
の
天
職
を
汚
す
処
ニ
而
候
、
只
々
高
利
ニ
拘
り
欲
得
を
勘
へ
今
日
当
前
の
国
用
の
作
物
ハ
な
さ
す
、
奢
侈
ニ

拘
り
候
高
直
の
品
も
の
斗
何
品
ニ
而
も
年
中
心
懸
作
出
し
候
農
家
ハ
、
御
百
姓
の
心
得
ニ
而
ハ
な
く
候
、
農
家
の
持
前
と
言
ふ
は
、

国
の
為
ニ
宜
敷
品
物
沢
山
作
り
出
し
可
申
事
御
百
姓
の
冥
加
と
申
も
の
ニ
而
候
、
此
冥
加
を
能
勘
弁
致
し
耕
作
大
切
ニ
す
る
人
ハ
、

天
職
の
御
徳
ニ
し
て
益
々
子
孫
も
長
久
致
し
、
家
内
打
揃
ふ
て
堅
固
な
る
者
ニ
御
座
候
、
誠
ニ
以
難
有
御
家
業
と
申
も
の
ニ
て
候
也
、

諸
職
人
等
も
国
家
の
実
用
ニ
可
相
成
品
を
作
り
出
す
職
人
ハ
、
天
意
ニ
も
相
叶
ひ
冥
加
の
地
ニ
も
至
る
も
の
也
、
家
財
に
も
無
益
の

品
あ
り
、
尚
又
奢
侈
の
者
の
弄
ふ
て
何
の
用
に
も
立
す
、
其
癖
高
金
の
品
抔
を
作
り
出
し
己
か
名
聞
斗
ニ
心
懸
る
職
ハ
天
下
の
国
家

の
用
人
ニ
あ
ら
す
、
却
而
人
々
を
奢
侈
ニ
趣
せ
気
随
気
侭
の
玩
の
種
を
仕
出
す
と
言
ふ
も
の
也
、
夫
ニ
而
ハ
職
分
の
道
ニ
あ
ら
す
候
、

国
家
の
為
ニ
可
相
成
品
を
仕
出
す
こ
そ
職
人
の
国
用
を
相
勤
む
る
処
に
て
、
天
の
御
心
に
も
相
叶
ひ
益
々
冥
加
に
叶
ふ
へ
し
、
譬
人

眼
を
驚
す
程
の
手
際
の
細
工
を
い
た
し
高
金
を
取
る
と
い
へ
と
も
行
々
の
処
ハ
直
安
の
国
家
の
用
を
勤
る
職
人
こ
そ
国
用
の
職
人

三
一　
（
二
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と
言
ふ
も
の
也
、
商
売
人
ハ
其
品
々
様
々
ニ
而
一
概
ニ
申
か
た
し
、
其
内
国
家
の
用
を
相
勤
る
品
々
の
商
人
ハ
則
上
商
売
人
也
、
何

の
役
ニ
も
立
す
無
益
の
品
を
売
出
す
商
人
か
多
し
て
百
人
の
内
八
十
人
ハ
無
国
用
の
商
人
な
り
、
国
家
の
為
人
の
為
と
思
ふ
て
無
益

の
品
を
売
出
す
へ
か
ら
す
、
今
日
国
家
の
実
用
の
品
を
商
買マ

マ

す
る
人
ハ
自
然
利
も
薄
く
候
得
共
、
天
地
の
御
意
ニ
背
か
ぬ
商
家
と
言

ふ
も
の
ニ
て
、
行
々
天
の
御
心
ニ
叶
ひ
冥
加
の
地
場
ニ
も
至
る
も
の
也
、
然
ル
時
ハ
子
孫
も
繁
昌
し
て
家
内
長
久
の
端
に
も
至
る
も

の
ニ
て
候
也
、
無
益
の
何
の
役
ニ
も
立
ぬ
品
物
を
売
出
す
商
人
も
あ
り
、
又
世
上
の
人
を
奢
侈
に
引
入
る
斗
の
商
人
あ
り
、
又
今
日

善
人
も
不
善
人
ニ
す
る
や
う
な
商
人
も
あ
り
、
質
素
の
人
も
奢
侈
ニ
趣
く
や
う
ニ
な
る
と
、
い
つ
と
な
く
薄
情
ニ
な
り
私
欲
ニ
も
耽

り
よ
い
物
好
キ
ニ
成
り
て
、
後
ニ
ハ
大
驕
奢
の
偏
ち
高
気
ニ
成
っ
て
、
何
品
不
風
雅
の
何
品
ハ
面
白
味
か
有
の
と
益
々
国
用
の
品
に

疎
き
気
風
ニ
成
り
て
風
流
の
品
を
国
の
大
要
ニ
も
有
へ
き
や
う
ニ
思
ひ
、
今
日
国
用
を
相
勤
る
人
物
を
軽
疎
致
し
候
風
合
ニ
も
至
る

も
の
也
、
是
元
を
尋
ぬ
れ
ハ
、
其
風
体
の
商
人
か
左
様
の
わ
る
癖
を
教
へ
お
だ
て
ゝ
金
銀
ハ
賤
し
き
物
ニ
し
て
、
詰
ら
ぬ
物
ニ
大
金

を
以
求
む
る
や
う
ニ
な
る
と
、
夫
を
誉
そ
や
し
ま
す

く
偏
ち
も
の
ニ
す
る
も
あ
る
也
、
ケ
様
の
商
人
ハ
一
寸
人
柄
ニ
見
へ
て
、
茶

屋
青
楼
の
賤
し
き
渡
世
の
者
ニ
も
遥
劣
り
可
申
事
ニ
て
候
也
、
元
来
商
人
ハ
買
人
ハ
御
客
ニ
て
其
価
の
品
ニ
応
じ
御
世
話
賃
ニ
口
銭

を
貰
ひ
其
御
影
ニ
而
今
日
親
妻
子
且
又
奉
公
人
を
養
ひ
育
も
の
な
れ
ハ
、
品
物
ニ
麁
抹
な
き
や
う
麁
抹
あ
ら
ハ
明
白
申
直
段
を
下
ケ

口
銭
成
丈
薄
し
て
御
客
方
の
一
度
御
入
来
あ
ら
ハ
其
次
よ
り
其
見
世
へ
不
相
替
御
入
来
有
や
う
ニ
御
客
方
も
悦
て
御
買
物
御
入
来

被
成
候
や
う
ニ
致
す
事
、
是
則
正
直
薄
欲
の
二
つ
ニ
あ
る
処
也
、

　
　

 

此
儀
を
常
ニ
忘
れ
さ
る
や
う
ニ
心
得
事
肝
要
ニ
候
也
、
見
世
方
の
風
義
悪
し
く
大
柄
教
ニ
成
り
て
、
少
々
の
品
を
売
ハ
面
倒
の
や
う

な
気
味
合
ニ
見
ゆ
る
も
あ
り
、
ケ
様
の
世（

マ
マ
）見

方
ハ
多
分
衰
微
ニ
及
ふ
も
の
也
、
大
柄
教
す
る
故
ニ
不
繁
昌
ニ
な
る
か
、
ふ
は
ん
し
や

う
ニ
及
ゆ
へ
ニ
気
持
面
白
か
ら
さ
る
ハ
い
つ
も
不
興
気
も
見
ゆ
る
か
、
義
理
も
愛
相
も
な
き
風
義
ニ
而
、
年
々
食
込
ム
只
不
景
気

と
斗
言
ふ
て
世
の
中
を
恨
む
類
、
田
舎
市
中
と
も
ニ
数
多
有
も
の
也
、
是
ハ
主
人
の
不
心
得
と
言
ふ
も
の
ニ
て
人
の
咎
ニ
あ
ら
す
、

三
二　
（
二
一
一
）
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主
人
支
配
人
の
常
々
心
得
方
か
大
事
也
、
尚
又
世
の
中
ニ
商
内
も
追
々
繁
昌
ニ
及
ひ
人
々
の
御
贔
屓
ニ
よ
つ
て
身
代
も
相
応
ニ
成
る

と
、
い
つ
と
な
く
世
間
の
も
ち
ひ
も
よ
く
な
り
、
夫
付
て
上
ず
り
て
商
家
の
身
分
ニ
有
な
か
ら
、
御（

マ
マ
）
暦
々
の
伯
楽
の
気
に
成
り
て
大

ニ
糞
高
く
、
万
事
居
宅
家
財
手
道
具
身
の
回
り
、
家
の
女
房
子
供
大
ニ
奢
り
、
古
く
し
て
祖
父
母
の
代
、
近
く
し
て
父
母
の
代
の
事

を
忘
れ
、
い
つ
も
か
わ
ら
ぬ
布
引
の
滝
の
涌
出
の
身
代
と
思
ひ
、
金
銀
糠
の
如
く
今
日
世
間
の
流
行
気
の
利
た
る
物
を
斗
り
好
ミ
、

美
し
い
の
気
の
利
た
る
の
と
同
し
穴
の
狐
同
志
か
沙
汰
を
悦
ひ
、
今
日
先
祖
親
の
御
恩
を
深
く
思
ひ
家
内
の
取
締
り
其
身
の
慎
を
第

一
と
し
て
居
る
人
も
野
保
助
に
思
ひ
、
世
界
中
か
ら
皆
誉
て
居
る
と
思
ふ
て
居
る
心
地
か
し
て
、
お
め
す
憚
ず
粧
ニ
て
芝
居
遊
山
玩

水
物
詣
迄
も
花（

マ
マ
）聲
な
る
事
、
是
そ
身
知
ら
す
と
言
ふ
も
の
ニ
て
、
今
日
の
冥
加
の
道
理
を
知
ら
ぬ
口
惜
さ
、
は
や
表
商
売
ハ
ち
と
未

熟
の
姿
手
代
共
ハ
親
の
手
元
ニ
て
世
話
も
出
来
兼
る
と
言
ふ
て
主
人
取
し
た
其
わ
ろ
も
、
十
七
八
才

ち
と
人
ら
し
く
な
る
と
追
々

奢
を
見
習
ひ
聞
習
ひ
常
の
喰
事
も
栄
耀
ニ
な
り
、
う
そ
言
ふ
ハ
上
手
ニ
な
り
て
、
何
ニ
付
て
喧
を
言
ひ
何
に
付
て
も
か
こ
つ
け
し
て

外
へ
出
て
ハ
気
侭
一
は
い
、
家
内
の
主
人
始
メ
商
内
の
事
ニ
疎
け
れ
ハ
手
代
の
振
舞
ニ
気
も
付
す
、
追
従
で
も
上
手
言
ふ
わ
ろ
ハ
利

口
者
ニ
成
つ
て
御
意
ニ
叶
ひ
、
中
ニ
一
人
も
忠
義
者
有
て
も
諂
な
け
れ
は
不
調
法
者
ニ
家
内
中

別
物
ニ
し
て
謝
な
ら
さ
れ
ハ
忠
義

の
隠
れ
て
不
忠
の
わ
ろ
か
増
長
し
、
役
ニ
立
者
ハ
主
人
家
内
の
心
か
ら
本
道
ニ
な
け
れ
ハ
大
体
脈
を
見
暇
を
取
、
不
忠
者
ハ
ま
す

く
気
兼
す
る
事
も
な
く
己
か
在
処
親
兄
弟
の
有
様
の
事
も
思
ハ
す
万
両
持
の
息
子

遥
に
勝
る
身
容
体
、
何
一
ツ
是
か
商
売
の
道

と
言
ふ
事
も
手
に
入
ら
す
奢
を
習
ふ
斗
也
、
果
し
て
年
々
の
食
込
積
り
今
迄
貧
乏
隠
し
ニ
普
請
し
た
る
も
人
の
金
、
一
時
夢
も
覚
ニ

け
り
、
跡
ハ
申
ニ
及
は
ぬ
事
、
大
抵
知
れ
た
御
定
目
、
近
年
此
類
数
多
し
、
能
々
勘
弁
有
へ
き
事
、
と
か
く
古
格
を
迦
さ
す
古
書
を

忘
れ
す
、
主
人
仁
の
字
底
意
ニ
含
ミ
弟
子
有
者
ニ
正
直
の
功
徳
を
熟
達
さ
せ
、
我
等
か
如
き
暗
者
ニ
ハ
難
き
事
な
か
ら
礼
儀
の
二
字

も
徐
々
説
聞
せ
、
家
内
和
順
し
て
行
々
奉
公
人
の
為
方
ニ
成
つ
て
一
家
興
し
、
主
親
の
恩
も
難
有
思
ふ
様
こ
そ
め
て
度
け
れ

一　

 

人
の
道
ニ
お
ゐ
て
忠
孝
の
弐
ツ
、
其
心
の
敬
ミ
其
身
の
慎
ミ
是
ニ
過
た
る
事
ハ
な
く
候
、
神
仏
の
信
心
又
ハ
慈
悲
善
根
布
施
供
養
と

三
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い
ふ
と
も
及
ふ
処
ニ
而
ハ
無
之
候
、
忠
孝
の
二
ツ
全
け
れ
ハ
何
も
此
外
ニ
勝
る
事
は
な
い
と
承
り
候
、
此
二
ツ
ハ
仕
よ
い
事
の
天
上

ニ
て
又
勤
行
ふ
人
の
少
ひ
も
の
ニ
候
、
聖
人
の
曰
、
言
ふ
事
の
難
キ
ニ
あ
ら
す
、
行
ふ
事
の
難
し
と
仰
せ
ら
れ
候
得
は
、
今
爰
ニ
口

に
任
せ
た
出
放
題
、
自
語
自
筆
ニ
書
ち
ら
し
て
居
る
、
私
も
ハ
イ
天
窓
を
掻
て
居
り
升

　
　
　
　

嘉
永
六
の
と
し
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Abstract

Kunitoshi SUYENAGA, Business Policies of the Iwakimasuya Kimono Fabric 

Dealer and the Philosophy of an Ohmi Merchant, Yao Kihei in the Edo Period

　　This paper aims to introduce business policies of the large dealer in 

kimono fabrics in major cities and the philosophy of an Ohmi merchant. 

Secondly, it compares their different attitudes towards what it is to earn money 

and how to deal with the profits. The conclusion reveals that, in terms of moral 

sense, an Ohmi merchant had more sophisticated business policies.
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